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長
岡
藩
初
代
藩
主
の
牧
野
忠
成

の
墓
所
は
、
栖
吉
町
の
普�

済�
�

寺�

の

横
手
か
ら
急
な
石
段
を
登
り
き
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
墓
の
両

側
に
は
、
主
君
忠
成
の
死
を
悲
し

み
殉
死
し
た
二
人
の
藩
士
の
墓
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

牧
野
忠
成
は
、
天
正
九
年
（
一

五
八
一
）
に
三
河
国
牛�

�

久�

保�

（
愛

知
県
豊
橋
市
）
で
牧
野
康
成
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
、
慶
長
十
四
年

（
一
六
一
四
）
に
父
の
後
を
継
ぎ

上
州
大�

�

胡�

（
群
馬
県
大
胡
町
）
二

万
石
の
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
は

大
坂
夏
の
陣
で
活
躍
し
、
翌
年
、

譜
代
大
名
と
し
て
頸
城
長
峰
（
吉

川
町
）
五
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
つ
い
で
元
和
四
年
に
は
長
岡

城
主
（
六
万
四
千
石
。
の
ち
に
七

万
四
千
石
）
と
な
り
ま
し
た
。

忠
成
は
、
戦
乱
の
時
代
か
ら
平

和
な
時
代
へ
の
過
渡
期
、
領
内
に

細
か
い
目
配
り
を
し
な
が
ら
、
長

岡
藩
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。

忠
成
の
後
、
長
岡
藩
は
明
治
初
め

ま
で
約
二
百
五
十
年
間
に
わ
た
り
、

長
岡
と
そ
の
周
辺
を
治
め
ま
し
た
。

承�
 
�

応�
�

三
年
（
一
六
五
四
）
に
没

し
た
忠
成
の
遺
体
は
、
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）
正
月
に
火
葬
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
「
長
岡
城
下
を

見
守
り
た
い
」
と
い
う
遺
言
に
よ

っ
て
、
城
の
東
に
位
置
す
る
栖
吉

の
地
に
墓
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
喧
騒
と
か
け
は
な
れ
て
、

静
寂
な
雰
囲
気
の
中
に
建
つ
五
輪

塔
か
ら
は
、
長
岡
の
城
づ
く
り
と

ま
ち
づ
く
り
を
仕
上
げ
た
忠
成
の

始
祖
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

▲牧野忠成の墓所（栖吉町・普済寺）
この五輪塔は密教の５大思想（世界は空

風火水地からなりたつという考え）を上か
ら団形・半円・三角・円・方形にあらわし
たもので、一般に各輪に梵字（ぼんじ）を
刻んでいます。中世以降は供養塔婆として
建立されるようになりました。

!
"
#

$%

&'
(

)*
+

,
-.

/0
1

23

4
5
6
7
8
9
:
;

メギ科の多年草で、本州中部以西
に分布し、日本海側に多い。長岡で
も山野で普通に見られる。このあた
りでは白い花が普通だが、南へ行く
と紅紫色の花が見られる。
トキワ（常磐）という名のとおり、
冬にも枯れない葉を残して越冬し、
春になると新葉の展開とともに花を
咲かせる。
花には４本の細長い突起があり、
一度見たら忘れられない不思議な形
である。この姿が船のいかりに似て
いるところから名前がついた。

長岡に産する大型のカマキリとし
ては、このオオカマキリとカマキリ
（チョウセンカマキリ）の２種が知ら
れるが、この２種はよく似ており、
区別はむずかしい。一般に、オオカマ
キリの方が体型は太目で、下はねに
は大きな暗紫色紋を持つことが多い。
卵のうの形ははっきり異なり、オ
オカマキリは丸く、色も褐色がかる。
暖かい部屋においておけば容易にふ
化するので、飼育には注意が必要で
ある。（写真は９月下旬撮影）
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～「グリーン購入」で社会を変えよう！～

今月は、使い捨て型の社会を見
直すため、みなさんに取り組んで
ほしい「グリーン購入」について
お伝えします。

「グリーン購入」とは？

買い物の際に環境のことを考え、
環境にやさしいものを選ぶことを
「グリーン購入」と言います。
現在、市場には、寿命の長い蛍

光灯や消費電力が少ないテレビ、
再生紙などの再生材料で作られた
文具や事務用品、燃費が良く二酸
化炭素の排出量が少ない自動車な
ど、約１万種類（16分野）のグリ
ーン商品（環境にやさしい商品）
があります。

「グリーン購入」が社会を変えるIJ

このグリーン購入には、３つの
目的があります。一つは、私たち
がグリーン商品を買うことで、環
境のことをいっそう意識すること
ができること。もう一つは、市民
みんなで取り組むことで、企業に、
環境を考えた商品の開発を促すこ
とができること。
そして３つ目は、現在行ってい

る古新聞などの資源回収に加え、
私たちがリサイクル製品を買うよ

うになることで、リサイクルの流
れを、さらに大きくできることで
す。これにより、まず市民が変わ
り、次に企業が変わり、最後は使
い捨て型の社会を資源循環型社会
に変えることができます。

「環境ラベル」が目印です！

では、どのように環境にやさし
い商品を選べばよいのでしょうか。
グリーン商品には、「エコマー

ク」（日本環境協会認定）などの
「環境ラベル」がついています。

みなさんも、家庭や職場で、こ
の環境ラベルを参考に、ぜひグリ
ーン購入に取り組んでください
（商品情報は、グリーン購入ネッ
トワークKLLMN//OOOPQMRPSM/など
が提供しているほか、各製品のカ
タログなどでもご覧になれます）。
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環境ラベル
の例

Ｒ（再生紙
使用）マーク

低排出ガス車
認定マーク

省エネ性
マーク

グリーン
マークエコマーク



基
金
を
取
り
崩
し
ま
す
が
、基
金
残

高
は
12
億
円
増
え
ま
す
。

さ
ら
に
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
（
市
の
貯
金
）
か
ら
八
億

円
を
取
り
崩
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
は
、
十
四
年
度
途
中
で

二
十
億
円
積
み
増
し
し
て
い
る
た
め
、
今

回
の
取
り
崩
し
を
し
て
も
、
十
五
年
度
末

の
基
金
残
高
は
約
三
十
五
億
円
と
な
り
、

十
三
年
度
末
の
残
高
約
二
十
三
億
円
と
比

較
し
て
も
約
十
二
億
円
増
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
引
き
続
き
健

全
財
政
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

支
出
（
歳
出
）

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
を
抑
制

し
て
政
策
的
経
費
を
確
保
。

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
の
支
出
を
極

力
切
り
詰
め
、
前
年
度
よ
り
約
四
億
円
減

の
約
四
百
三
十
八
億
円
に
抑
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産

業
等
、
各
分
野
の
政
策
推
進
の
た
め
に
使

わ
れ
る
政
策
的
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
約

十
二
億
円
増
の
約
二
百
四
十
億
円
と
な
り
、

五
・
五
％
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

�
重
点
施
策
１
�
活
力
あ
る
中
核
都
市
を

め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

任
意
合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
花
火
サ
ミ

ッ
ト
の
開
催
等
に
よ
り
広
域
的
な
交
流
・

連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

�
重
点
施
策
２
�
に
ぎ
わ
い
と
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

長
岡
造
形
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
戦
災
資

料
館
等
を
内
容
と
す
る
「
ま
ち
な
か
・
考

房
」
の
開
設
、
河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
庭

園
整
備
や
観
光
バ
ス
用
駐
車
場
整
備
を
内

容
と
す
る
「
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
ル
ー
ト

の
設
定
」
等
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
経

営
改
善
支
援
特
別
融
資
の
創
設
や
長
岡
地

域
Ｉ
Ｘ
を
活
用
し
た
産
学
連
携
等
に
よ
り

景
気
雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

�
重
点
施
策
３
�
市
民
一
人
ひ
と
り
の
思

い
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り

①
在
宅
介
護
施
設
建
設
費
助
成
等
に
よ

る
在
宅
介
護
の
充
実
、
②
幼
児
医
療
費
助

成
の
拡
充
や
「
こ
ど
も
王
国
」
の
検
討
等

に
よ
る
子
育
て
の
支
援
、
③
教
育
環
境
の

整
備
や
小
中
学
校
教
室
の
地
域
住
民
へ
の

開
放
等
に
よ
る
教
育
の
充
実
、
④
稲
葉
川

水
害
対
策
の
実
施
や
通
学
路
除
雪
の
拡
充

等
に
よ
る
安
心
・
安
全
の
確
保
等
、
市
民

の
思
い
を
実
現
す
る
各
種
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

過
去
最
高
水
準
の
67
の
新
規
施
策
。

予
算
が
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
ど
う
し

て
も
職
員
の
士
気
が
低
下
し
、
市
民
に
と

っ
て
必
要
な
新
規
施
策
の
立
案
が
停
滞
す

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
規
施

策
の
数
は
、
過
去
最
高
水
準
の
六
十
七
事

業
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
要
望
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
い
た
市
民
の
み
な
さ
ん
や
知
恵
を
絞
り

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
職
員
の
努
力
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
査
定

す
る
の
に
大
変
苦
労
も
し
た
反
面
、
や
り

が
い
も
あ
っ
た
予
算
編
成
作
業
で
し
た
。

※
主
要
事
業
の
内
容
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

�

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�
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ab―３月定例市議会で審議されます―

709
738 750 743 729

699
683 677

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

c

35

23 23 23 23

43

23 23

111

86

71

55

70

59

52

79

47

41
36 38

41

56

40

49

120

100

80

60

40

20

0

800

700

600

500

400

300

200

100

0
８ ９ 10 11 12 13 14 15（年度）

元
金
償
還
額
・
市
債
発
行
額

市
債
年
度
末
残
高

（億円） （億円）
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65
60
55
50
45
40
35
30
25
20
15

0

（億円）

市債年度末残高
● 元金償還額
● 市債発行額

減債・都市整備基金
財政調整基金

グラフ１ 市債発行額、元金償還額、市債残高
の推移（一般会計）

グラフ２ 主要３基金の年度末残高の状況

※平成11、13年度は、繰上償還を実施。
（平成11年度の市債発行額には、繰上償還に伴う借換債を含む）

※グラフ１、２とも平成14、15年度は見込み。
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特
徴

健
全
財
政
の
堅
持
を
基
本
目
標
に

編
成
。
た
だ
し
、
合
併
関
連
等
の

新
規
施
策
の
数
が
過
去
最
高
水
準

と
な
り
、
予
算
規
模
は
１
・
２
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
、

借
入
金
残
高
は
引
き
続
き
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
基
金
残
高
は
増
加
さ
せ
て
お
り
、

健
全
財
政
の
堅
持
と
い
う
基
本
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
合
併
関
連
施
策
を
は
じ

め
と
す
る
新
規
施
策
の
数
が
過
去
最
高
水

準
の
六
十
七
事
業
に
の
ぼ
り
、
積
極
型
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
が
前
年
度
比
約
八
億
円
（
一
・
二
％
）

増
の
六
百
七
十
八
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
（
財
政
用
語
で
は

「
歳
入
」
と
言
い

ま
す
）

前
年
度
よ
り
さ
ら
に
収
入
が
減
少
。

収
入
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
等
が
前

年
度
よ
り
さ
ら
に
落
ち
込
み
、
大
幅
な
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
市
税

収
入
は
約
六
億
円
の
減
、
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
地
方
交
付
税
等
の
税
外
収
入
は
約
四

億
円
の
減
、
財
産
収
入
は
約
三
億
円
の
減

と
見
込
み
ま
し
た
。

補
助
制
度
を
積
極
的
に
活
用
。
借

入
金
は
増
え
ま
す
が
、
入
金
残
高

は
着
実
に
減
少
し
ま
す
。

市
税
等
の
落
ち
込
み
を
埋
め
る
た
め
、

ま
ず
国
・
県
の
補
助
制
度
を
可
能
な
限
り

活
用
し
、
補
助
金
等
の
収
入
を
前
年
度
よ

り
約
三
億
円
増
や
し
ま
し
た
。

ま
た
、
借
入
金
（
市
債
）
は
、
国
の
地

方
交
付
税
の
不
足
を
補
う
た
め
に
各
自
治

体
が
発
行
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
増
加

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
前
年
度
比
約
十
億

円
増
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
行
財
政
改
善
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
借
入
金
額
を
抑
制
し
て
き
た
た
め
、

十
五
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
約
六
百
七

十
七
億
円
で
、
十
四
年
度
末
残
高
よ
り
約

六
億
円
減
る
見
通
し
で
す
。

d

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

平
成
15
年
度
予
算
案

e
f
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
十
五
年
度
当
初
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
予
算
案
の
骨
格
に
つ
い
て
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

民生費
148億6,123万円
（21.9％）

土木費
116億9,519万円
（17.2％）

商工費
95億3,973万円
（14.1％）

公債費
75億7,374万円
（11.2％）

教育費
72億8,845万円
（10.8％）

総務費
65億7,685万円
（9.7％）

衛生費
49億5,139万円
（7.3％）

消防費
26億5,651万円
（3.9％）

その他
26億5,691万円
（3.9％）

市税
264億7,100万円
（39.0％）

諸収入
128億1,532万円
（18.9％）

地方交付税
81億5,000万円
（12.0％）

市債
49億1,660万円
（7.3％）

国庫支出金
47億7,324万円
（7.0％）

県支出金
26億4,067万円
（3.9％）

地方消費税交付金
18億円（2.7％）

その他
62億3,317万円（9.2％）

���� �����
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総 計 1,216億1,670万円
■一 般 会 計 678億円
■特 別 会 計 471億1,450万円
・国民健康保険 119億2,810万円
・と 畜 場 4億7,020万円
・下 水 道 95億8,630万円
・ス キ ー 場 1億5,190万円
・駐 車 場 9,170万円
・老 人 保 健 152億8,860万円
・介 護 保 険 95億9,770万円
■水道事業会計 67億 220万円

�  � !



▼
公
・
私
立
認
可
保
育
所

保
育
料
の
軽
減三

億
三
九
二
二
万
円

国
が
示
す
保
育
料
の
基
準
に
対
し
、
二

二
％
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

四
億
七
三
〇
四
万
円

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
、

公
立
七
カ
所
、
私
立
十
三
カ
所
（
三
カ
所

増
）
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
児
保
育
、
延
長
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。

▼
長
岡
市
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
開
設
（
新
規
）

二
七
七
八
万
円

「
家
庭
児
童
相
談
室
」
と
「
こ
ど
も
発

達
相
談
室
」
の
専
用
施
設
と
し
て
、
長
生

保
育
園
（
西
千
手
二
）
の
旧
園
舎
を
利
用

し
て
開
設
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
、
早
期
介
入
、
再
発
防
止
を
支
援
す
る

「
長
岡
の
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
連
絡

会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
運
営

九
一
一
万
円

育
児
援
助
を
受
け
た
い
人
に
預
か
っ
て

く
れ
る
人
を
紹
介
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

▼「
ち
び
っ
こ
広
場
」
の
運
営

一
一
七
七
万
円

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ち
び
っ
こ

広
場
で
、
乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
親
子
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

▼
乳
幼
児
健
康
支
援

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

一
一
一
一
万
円

病
気
回
復
期
の
児
童
の
保
育
を
二
カ
所

で
実
施
し
ま
す
。

▼
黒
条
保
育
園
の
増
築
・
改
修

二
億
六
八
一
二
万
円

待
機
児
童
の
解
消
と
特
別
保
育
の
充
実

の
た
め
、
施
設
を
増
築
・
改
修
し
ま
す
。

▼
私
立
認
可
保
育
所

施
設
整
備
費
の
助
成七

六
九
六
万
円

い
な
ば
保
育
園
の
新
築
、
長
生
保
育
園

の
移
転
改
築
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
私
立
認
可
保
育
所
の
施
設
整
備

費
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

▼
私
立
幼
稚
園

施
設
整
備
費
の
助
成

五
〇
〇
万
円

鵬
幼
稚
園
の
保
育
室
増
築
、
鵬
第
一
幼

稚
園
の
屋
上
防
水
改
修
、
長
峰
幼
稚
園
の

園
舎
床
改
修
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

▼
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

二
億
三
六
七
万
円

入
院
は
就
学
前
ま
で
、
通
院
は
助
成
対

象
を
一
歳
拡
大
し
て
四
歳
未
満
児
ま
で
医

療
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
児
童
館
の
拡
充一

億
三
四
六
〇
万
円

太
田
地
区
と
日
越
地
区
で
新
た
に
開
設

し
、
合
計
三
十
七
館
で
運
営
し
ま
す
。

▼
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充五

七
八
一
万
円

留
守
家
庭
の
児
童
を
対
象
と
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
を
日
越
地
区
で
新
た
に
開
設
し
、

合
計
二
十
二
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
の
推
進

一
〇
七
五
万
円

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

相
談
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
Ｄ
Ｖ
緊
急
一
時
保
護
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
親
は
じ
め
支
援
事
業
（
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
）
の
実
施
（
新
規
）

一
四
五
万
円

生
後
五
・
六
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
相
談
の

際
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

▼
出
張
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
・
派
遣
（
新
規
）八六

万
円

本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
し
、
育
児
サ
ー
ク
ル
や
小
学
校

に
派
遣
し
ま
す
。

▼「
こ
ど
も
王
国
」の
検
討（
新
規
）

二
九
〇
万
円

全
天
候
型
施
設
「
こ
ど
も
の
遊
び
場
夢

空
間
」
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
に
関
す
る
公
共
施
設
の

適
正
配
置
を
検
討
し
ま
す
。
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子育てがしやすい環境づくり abcdef��

▲ウィルながおか・フォーラム2002（平成14
年11月17日・ながおか市民センター）
「ウィルながおか」では、各種講座や相談、
市民団体の活動支援などを通して、男女共同
参画社会づくりを進めています。

▲ながおか市民センター「ちびっこ広場」の乳
幼児一時預かり（２月18日）

▼
な
が
お
か
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
・
セ
ン
タ
ー「
ま
ち
な
か
・

考
房（
仮
称
）」の
開
設（
新
規
）

三
七
五
〇
万
円

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

市
民
の
活
動
と
交
流
の
新
た
な
拠
点
と
し

て
大
手
通
り
に
開
設
し
ま
す
（
平
成
十
五

年
七
月
オ
ー
プ
ン
）。

セ
ン
タ
ー
に
は
戦
災
資
料
館
（
仮
称
）、

長
岡
造
形
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
工
房
を
設
置

す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
工
房
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
、
市
町
村
紹
介
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
、

「
ま
ち
な
か
・
考
房
（
仮
称
）」
の
運
営

管
理
な
ど
を
行
う
市
民
主
体
の
企
画
・
運

営
・
実
践
組
織
「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
企
画
運
営
会
議
」
を
発
足
し
、
そ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の

運
営

一
億
一
九
八
八
万
円

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設
運
営
を
行

い
、
市
民
活
動
や
交
流
の
場
の
充
実
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
市
民
参
加
推
進
事
業
の
実
施

二
六
万
円

市
民
活
動
団
体
の
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
仮
称
）

の
開
催
（
新
規
）

二
二
万
円

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

▼
都
市
景
観
賞
の
制
定
（
新
規
）

一
〇
〇
万
円

景
観
の
形
成
に
寄
与
・
貢
献
し
て
い
る

個
人
・
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
景
観
形
成
市
民
団
体
等
へ
の

助
成

二
四
〇
万
円

景
観
の
形
成
に
取
り
組
む
市
民
団
体
等

に
対
し
て
活
動
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

▼
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
づ
く
り

の
推
進
（
新
規
）

四
二
四
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
悠
久

山
公
園
の
再
生
を
検
討
し
ま
す
。

長
岡
操
車
場
地
区
に
お
け
る
防
災
対
応

型
公
園
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
小
中
学
校
教
室
の
地
域
住
民
へ

の
開
放
（
新
規
）

四
六
二
万
円

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
に
加
え
、

新
た
に
教
室
な
ど
を
市
民
の
活
動
の
場
と

し
て
開
放
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

一
億
三
七
六
三
万
円

日
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
建
設
工
事
（
平
成
十
五
年
五

月
オ
ー
プ
ン
）
を
、
黒
条
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
は
建
物
設
計
を

実
施
し
ま
す
。

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進

六
五
八
一
万
円

青
葉
台
、
上
川
西
、
四
郎
丸
、
十
日
町
、

山
通
の
五
地
区
に
加
え
、
日
越
地
区
で
新

た
に
実
施
し
ま
す
。




市民一人ひとりの力を活かしたまちづくり abcdef��

▲子育てフェスティバルでの演奏会（平成14年９月14日・ながおか市民センター）
７月には、市民センター向かいの空き店舗に「まちなか・考房（仮称）」がオープ

ンし、市民のみなさんの活動と交流の場がさらに広がります。

▲建設が進む日越地区コミュニティセンター（仮称）
地域コミュニティ活動の拠点となるこのセンターは、５月１

日にオープンします。



▼
戦
災
資
料
館
（
仮
称
）
の

整
備
（
新
規
）

五
六
三
万
円

長
岡
空
襲
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
め
る

た
め
、
大
手
通
り
に
開
設
す
る
「
ま
ち
な

か
・
考
房
（
仮
称
）」
に
科
学
博
物
館
所

蔵
の
戦
災
資
料
を
移
設
し
、
戦
災
資
料
館

（
仮
称
）
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

長
岡
空
襲
体
験
者
の
証
言
の
収
集
と
保
存

も
行
い
ま
す
。

▼
歴
史
的
街
な
み
の
整
備（
新
規
）

一
三
四
〇
万
円

河
井
継
之
助
の
史
跡
を
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
街
な
み
環
境

の
整
備
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

▼
ま
ち
な
か
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の

設
定
（
新
規
）

二
三
八
万
円

河
井
継
之
助
、
小
林
虎
三
郎
、
山
本
五

十
六
の
史
跡
や
関
連
施
設
な
ど
の
歴
史
探

訪
周
遊
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
サ
イ
ン
の
設

置
や
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

▼
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア

ー
の
実
施

一
二
一
万
円

歴
史
な
ど
を
探
訪
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス

ツ
ア
ー
（
六
回
）
と
企
画
募
集
ツ
ア
ー

（
十
回
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
広
域
観
光
ツ
ア
ー
の
拡
充六六

万
円

河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
地
、
福
島
県
会

津
若
松
市
・
只
見
町
と
の
相
互
広
域
観
光

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▼
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
岡
歴
史
会
談
」
の
実
施

四
四
〇
万
円

幕
末
・
明
治
維
新
期
の
教
育
と
米
百
俵

を
テ
ー
マ
に
関
係
者
を
招
き
開
催
し
ま
す
。

▼「
長
岡
歴
史
事
典
（
仮
称
）」
の

発
行
（
新
規
）

一
〇
八
八
万
円

長
岡
の
歴
史
情
報
を
ま
と
め
た
事
典
を

平
成
十
六
年
三
月
に
発
行
し
ま
す
。

▼「
医
家
長
谷
川
家
と
近
世
長
岡

の
教
育
」特
別
展
の
開
催

（
新
規
）

二
二
六
万
円

市
内
の
大
荒
戸
町
で
医
療
活
動
に
尽
力

し
た
医
家
長
谷
川
家
三
代
ゆ
か
り
の
医
学

関
係
資
料
等
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

▼
長
岡
藩
時
代
の
書
画
展
（
仮

称
）
の
開
催
（
新
規
）三

二
五
万
円

昨
年
寄
贈
を
受
け
た
今
井
家
文
書
と
図

書
館
所
蔵
資
料
の
未
公
開
資
料
を
中
心
に

長
岡
藩
の
書
家
や
お
抱
え
絵
師
な
ど
の
書

画
を
展
示
し
ま
す
。

▼
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の

環
境
整
備

三
一
一
万
円

整
備
計
画
を
検
討
す
る
保
存
整
備
専
門

委
員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡
の

保
存
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
縄
文
館（
仮
称
）の
検
討（
新
規
）

一
〇
〇
万
円

重
要
文
化
財
を
含
む
考
古
資
料
の
保
管

・
展
示
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
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長岡の歴史と文化を活かしたまちづくり abcdef��

▲長岡藩のお抱え絵師・片山翠谷画「長
岡城下年中行事図絵 盆踊り」

▲非核平和都市宣言市民の集い
（平成14年８月１日・平和の森公園）
市民の集いでは毎年、長岡空襲の被災者が
その体験談を子どもたちに語り継いでいます。

▲ながおかのまち再発見ツアー・虎三郎を親子で知ろうコース
（平成14年７月28日・米百俵の碑の前で）
新年度には、中心市街地周辺の歴史史跡や観光施設を歩いて巡る「まちな
か観光周遊ルート」を設定し、まちなかでの新たな歴史・文化探訪を提案し
ます。

▼「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
推
進

六
五
一
六
万
円

小
中
学
校
の
学
区
や
学
年
の
枠
を
超
え

た
体
育
系
・
芸
術
系
・
言
語
系
の
特
別
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る

英
語
教
育
の
推
進

五
〇
四
二
万
円

現
行
八
人
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
二
人
を
増
員
し

ま
す
。

小
学
校
の
教
員
を
対
象
に
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
新

た
に
開
催
し
、
小
学
校
の
英
語
活
動
へ
の

積
極
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

▼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
配
置

四
二
二
四
万
円

き
め
細
か
な
指
導
を
目
指
し
、
市
独
自

の
教
育
補
助
員
を
十
九
人
配
置
し
ま
す
。

▼
学
力
向
上
事
業
の
実
施（
新
規
）

一
〇
一
一
万
円

小
学
校
四
年
生
、
六
年
生
、
中
学
校
三

年
生
を
対
象
に
学
力
検
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
教
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上

を
目
指
し
た
学
習
指
導
を
支
援
し
ま
す
。

▼
や
る
気
！
元
気
！
総
合
的
学
習

支
援
事
業
の
実
施

三
四
二
〇
万
円

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
よ
う
こ
そ
「
ま
ち
の
先
生
」

事
業
の
実
施

二
一
六
万
円

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
地
域
の

人
材
を
招
い
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育
の

推
進

一
五
一
万
円

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
に
よ
る
開

か
れ
た
学
校
教
育
を
目
指
し
、「
地
域
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「
い
き
い
き
教
育
推
進

懇
談
会
（
仮
称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
学
校
給
食
用
食
器
の
公
費
負
担

に
よ
る
入
れ
替
え
（
新
規
）

一
〇
〇
〇
万
円

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
給

食
用
食
器
を
順
次
公
費
で
入
れ
替
え
ま
す
。

▼
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
実
施

一
三
二
二
万
円

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

運
営
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
調
査
研
究
、「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
」
の
運
営
、「
学
校
不
適
応
対
策
専
門

員
」・「
不
登
校
児
童
生
徒
訪
問
相
談
員
」

の
派
遣
、
不
適
応
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

▼
教
育
環
境
の
整
備

八
億
四
二
七
五
万
円

青
葉
台
小
学
校
の
給
食
室
増
築
、
西
中

学
校
の
第
二
屋
内
運
動
場
（
武
道
場
）
建

設
、
神
田
小
学
校
・
江
陽
中
学
校
・
栖
吉

中
学
校
の
校
舎
改
造
工
事
、
富
曽
亀
小
学

校
の
校
舎
改
造
設
計
、
宮
内
小
学
校
・
大

島
小
学
校
・
上
川
西
小
学
校
・
北
中
学
校

の
ト
イ
レ
改
造
設
計
、
才
津
小
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
改
修
（
耐
震
補
強
）
と
ス
テ

ー
ジ
の
増
築
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
東
中
学
校
の
校
舎
等
改

築
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

▼
学
習
情
報
化
の
推
進

一
億
四
〇
九
九
万
円

米
百
俵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
小
学
校
と
養
護
学
校
小

学
部
の
全
普
通
教
室
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
、
小
学
校
六
年
生
と
養
護

学
校
小
学
部
の
普
通
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
を

整
備
し
ま
す
。

▼
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣

一
四
一
四
万
円

小
中
学
校
に
情
報
教
育
の
補
助
業
務
を

行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
八
人
）
を
派
遣
し

ま
す
。

▼
図
書
館
の
蔵
書
検
索
・
予
約

シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
新
規
）

三
八
三
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
全
蔵
書
の
検

索
お
よ
び
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

▼
少
年
教
育
活
動
の
充
実八

七
二
万
円

交
流
体
験
学
習
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
、
子
ど
も
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
事
業
な
ど
の
地
域
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▼
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催

二
五
〇
万
円

ポ
ニ
ー
を
活
用
し
た
青
少
年
の
交
流
体

験
、
社
会
体
験
、
障
害
者
の
機
能
訓
練
の

場
と
な
る
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
実
施
し

ま
す
。

▼
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
の

開
催

六
八
万
円

第
七
回
「
米
百
俵
賞
」
の
贈
呈
式
と
米

百
俵
デ
ー
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
国
体
開
催
に
向
け
た
準
備

三
億
三
六
三
二
万
円

開
催
準
備
に
関
す
る
組
織
体
制
な
ど
の

基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
県
営

屋
内
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
の
用
地
取
得

（
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
先
行
取
得
）と
造

成
工
事
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
都
市
計
画
道

路
長
生
橋
栖
吉
線
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
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▲ながおかポニーカーニバル（平成14年
９月29日・東山ふれあい農業公園）



設
費
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
在
宅
支
援
型
住
宅
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
高
齢
者
向
け
集

合
住
宅
）
の
整
備
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
障
害
者
施
設
整
備
費
の

助
成

四
六
八
九
万
円

身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
王
見
台
」、
知
的
障
害
者
通
所
授

産
施
設
「
み
の
わ
の
里
工
房
こ
し
じ
」、

心
身
障
害
者
小
規
模
福
祉
作
業
所
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
の
整
備
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
養
護
学
校
放
課
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
拡
充

五
八
四
万
円

養
護
学
校
の
教
室
を
利
用
し
た
児
童
・

生
徒
の
放
課
後
預
か
り
を
、
授
業
の
あ
る

日
と
夏
休
み
の
ほ
か
、
新
た
に
冬
休
み
と

春
休
み
に
も
実
施
し
ま
す
。

▼
精
神
障
害
者
施
設
通
所
交
通
費

の
助
成
（
新
規
）

一
九
八
万
円

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
・
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
作
業
訓
練
施
設
な
ど
へ
の

通
所
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
障
害
者
プ
ラ
ザ
の
充
実五

三
〇
万
円

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
プ

ラ
ザ
で
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
知
的
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
広
場
事
業

の
ほ
か
、
新
た
に
精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
長
岡
市
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
常
駐
し
ま
す
。

▼
乳
が
ん
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
導
入
（
新
規
）

二
九
九
万
円

乳
が
ん
検
診
の
精
度
向
上
の
た
め
、
五

十
歳
以
上
の
人
と
五
十
歳
未
満
で
乳
が
ん

ハ
イ
リ
ス
ク
の
人
を
対
象
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
に
よ
る
検
査
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

▼
歯
周
疾
患
検
診
の
実
施（
新
規
）

一
三
九
万
円

四
十
歳
お
よ
び
五
十
歳
時
の
歯
周
疾
患

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
長
岡
市
医
師
会
館
移
転
新
築
費

の
助
成
（
新
規
）

一
二
〇
〇
万
円

古
正
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
へ

の
移
転
に
伴
い
建
設
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
救
急
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
の
構
築
（
新
規
）九七

万
円

救
急
救
命
活
動
の
事
後
検
証
な
ど
を
行

い
、
救
急
活
動
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
歩
行
者
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

一
億
一
三
二
五
万
円

殿
町
二
丁
目
、
千
手
二
丁
目
、
川
崎
三

丁
目
ほ
か
の
歩
道
五
百
十
メ
ー
ト
ル
を
改

築
し
、
だ
れ
も
が
通
行
し
や
す
い
歩
道
を

整
備
し
ま
す
。

新
た
に
長
岡
駅
か
ら
公
共
施
設
、
福
祉

施
設
な
ど
へ
の
経
路
の
歩
行
者
空
間
の
整

備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

横
断
歩
道
へ
の
消
雪
パ
イ
プ
設
置
工
事

を
実
施
し
ま
す
（
表
町
三
丁
目
ほ
か
）。

ま
た
、
四
郎
丸
一
・
二
丁
目
の
市
道
の

通
学
路
歩
道
に
試
験
的
に
消
雪
パ
イ
プ
を

設
置
す
る
ほ
か
、
歩
道
除
雪
機
を
増
強
し
、

よ
り
き
め
細
か
な
歩
道
除
雪
を
実
施
し
ま

す
。

▼
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

二
一
〇
万
円

市
役
所
本
庁
舎
の
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の
手

す
り
を
増
設
し
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
を
改

修
し
ま
す
。

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
人
か
ら
利
用
し

て
も
ら
う
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
赤
外
線
補

聴
シ
ス
テ
ム
の
受
信
機
を
増
設
し
ま
す
。

▼
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
の

助
成

二
九
〇
五
万
円

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
バ

ス
事
業
者
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
購
入

（
七
台
）
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

▼
通
学
路
公
衆
街
路
防
犯
灯
の

設
置
支
援
（
新
規
）

五
〇
八
万
円

集
落
間
な
ど
の
通
学
路
に
町
内
会
が
防

犯
灯
を
設
置
す
る
場
合
に
そ
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

�

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

�������	
―３月定例市議会で審議されます―

▲歩道と車道の段差をなくし、だれもが通行
しやすいように整備した道路（表町４丁目）

▲身体障害者デイサービス事業
（２月21日・ながおか市民センターの障害者
プラザ）
障害者プラザでは、身体障害者の方の相談
コーナーも設けています。

▼
高
齢
者
の
在
宅
介
護
支
援
の

拡
充

一
億
二
二
九
七
万
円

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
基
幹
型
一

カ
所
、
地
域
型
十
六
カ
所
（
一
カ
所
増
）

に
拡
充
す
る
ほ
か
、
生
き
が
い
対
応
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
十
三
カ
所
（
二
カ
所
増
）

で
実
施
し
ま
す
。

痴
呆
性
高
齢
者
の
見
守
り
や
話
し
相
手

と
な
る
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」
を
派
遣
し
、

介
護
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
、
痴
呆
性

高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
研
修
を
行
う
ほ

か
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
ま
す
。

▼
低
所
得
者
に
対
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減

一
八
六
三
万
円

社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
事

業
の
軽
減
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
生
活
困
窮
者
利
用
者
負

担
軽
減
事
業
を
実
施
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険

料
特
別
軽
減
の
実
施
（
新
規
）

二
二
八
万
円

介
護
保
険
料
の
改
定
に
合
わ
せ
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
保
険
料
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
し
な
の

（
仮
称
）」
の
整
備

一
〇
七
六
万
円

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
民
間
資
金
を
活
用
し
て

公
共
施
設
を
整
備
す
る
方
法
）
で
事
業

（
施
設
設
計
・
建
設
）
を
推
進
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
改
造
費

の
助
成
・
貸
付
等

九
二
〇
〇
万
円

住
宅
改
造
費
の
助
成
や
リ
フ
ォ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
建
設
等
特
別
融
資
に
、
新

た
に
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
住
宅
整
備
資
金
貸
付
枠
を
設
定
し

ま
す
。

▼
高
齢
者
施
設
整
備
費
の
助
成

九
二
七
六
万
円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
大
荒
戸

（
仮
称
）」「
永
田
（
仮
称
）」「
コ
ス
モ
ス
の

丘
」「
黒
条
（
仮
称
）」、
痴
呆
性
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
第
二
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

こ
う
な
ん
（
仮
称
）」「
い
ず
み
（
仮
称
）」、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
大
荒
戸
（
仮
称
）」
の
建

a

だれもが安心して暮らせる福祉とバリアフリーのまちづくり bcdef��


▲生きがい対応型デイサービス（２月18日・
王見台ふれあいるーむ）
生きがい対応型デイサービスでは、利用者

は趣味やレクリエーションなどで楽しい時間
を過ごします。

▲訪問介護でホームヘルパーと談笑する三浦チイさん（２月19日）
長岡市では、だれもが高齢になっても安心して在宅で生活できるよう、高齢者の

健康づくりと介護予防を積極的に進め、在宅介護を支援します。



▼
ｅ
�ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

推
進
事
業
の
実
施

一
億
三
五
〇
〇
万
円

公
共
施
設
等
（
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
北
地
域
図
書
館
、
小
・
中

・
養
護
学
校
四
校
、
長
岡
高
校
、
長
岡
技

術
科
学
大
学
、
青
葉
台
モ
デ
ル
地
区
）
の

超
高
速
情
報
通
信
網
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
教
育
・
生
涯
学
習
、
健
康
づ
く

り
、
環
境
関
連
情
報
な
ど
の
ビ
デ
オ
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
や
ネ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
拡
充
（
河
井
継
之
助
の
塵
壺
日
記
）
し
、

高
速
大
容
量
に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
し
ま
す
。

▼
長
岡
地
域
Ｉ
Ｘ
を
活
用
し
た

産
学
連
携
の
推
進

一
七
七
万
円

地
域
Ｉ
Ｘ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
ク

ス
チ
ェ
ン
ジ
）
を
早
期
に
整
備
し
Ｉ
Ｔ
環

境
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
構
造
改
革

特
区
」
の
活
用
と
あ
わ
せ
て
産
学
連
携
に

よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化

八
〇
億
一
四
五
五
万
円

新
た
に
、
中
小
企
業
経
営
改
善
支
援
特

別
融
資
、
中
小
企
業
連
鎖
倒
産
防
止
対
策

資
金
、
中
心
市
街
地
産
業
集
積
促
進
資
金

を
創
設
す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
振
興
資
金

な
ど
の
融
資
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資

の
継
続
実
施

八
五
三
六
万
円

▼
設
備
資
金
融
資
の
継
続
実
施

六
五
一
九
万
円

▼
工
場
等
立
地
促
進
資
金
融
資
の

継
続
実
施

六
億
六
六
三
七
万
円

▼
住
宅
建
設
等
特
別
融
資
の
拡
充

三
四
億
六
五
九
六
万
円

住
宅
建
設
等
特
別
融
資
に
、
新
た
に
高

齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

住
宅
整
備
資
金
貸
付
枠
を
設
定
し
ま
す
。

▼
公
設
賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
の

整
備
検
討

四
四
万
円

研
究
開
発
型
企
業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な

ど
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
成
す
る
た
め

の
施
設
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

創
業
に
関
す
る
意
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
の
育
成
支
援

六
六
九
万
円

意
欲
的
な
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
小
区
画
オ
フ

ィ
ス
を
低
料
金
で
賃
貸
し
ま
す
。
現
在
の

四
区
画
に
加
え
、
三
区
画
を
新
た
に
募
集

し
ま
す
。

▼
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援

八
六
一
万
円

企
業
と
大
学
等
が
共
同
で
行
う
、
地
域

産
業
の
技
術
高
度
化
や
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
研
究
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
事
業

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

の
支
援

四
〇
一
一
万
円

企
画
開
発
力
、
製
造
技
術
力
の
強
化
向

上
の
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
地
域
産
業
の
活
性
化
、
受
注

促
進
の
支
援

九
四
五
万
円

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
い
う
長
岡
の
ま

ち
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
産
業
活
性
化

の
た
め
の
新
た
な
方
向
性
を
模
索
す
る

「
も
の
づ
く
り
基
地
推
進
会
」
を
新
た
に

設
置
し
ま
す
。

地
場
産
業
の
販
路
開
拓
や
受
注
に
関
す

る
情
報
収
集
の
た
め
、「
首
都
圏
受
注
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
新
た
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
の
も
の
づ
く
り
技
術
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
発
信
し
、
鉄
工
・

鋳
物
、
ア
パ
レ
ル
、
木
工
家
具
の
受
注
促

進
を
支
援
し
ま
す
。

▼
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア

２
０
０
３
の
開
催

七
〇
〇
万
円

市
民
主
体
型
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
産
業

の
振
興
を
図
り
ま
す
。

▼
新
た
な
雇
用
の
創
出（
２
１
２

人
）

二
億
三
八
五
一
万
円

国
の
「
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付

金
事
業
」
で
百
三
十
七
人
を
雇
用
し
ま
す
。

ま
た
、
市
単
独
で
臨
時
職
員
と
嘱
託
員

を
新
た
に
七
十
五
人
雇
用
し
ま
す
。

▼
雇
用
促
進
事
業
の
充
実八

八
〇
万
円

雇
用
開
発
推
進
員
の
配
置
、
新
規
高
卒

者
就
職
準
備
講
習
会
の
開
催
、
中
高
年
離

職
者
の
就
職
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
の
支
援一

九
九
七
万
円

新
規
就
農
者
の
機
械
導
入
な
ど
を
助
成

し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進

二
一
〇
五
万
円

機
械
の
導
入
助
成
、
な
が
お
か
産
米
の

販
路
拡
大
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
な
が
お
か
産
農
産
物
の

消
費
拡
大

一
四
三
万
円

長
岡
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、

米
消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
米
生
産
調
整
対
策
事
業
の
実
施

九
五
三
九
万
円

米
の
計
画
的
生
産
の
推
進
を
図
る
た
め
、

転
作
田
の
有
効
利
用
や
高
品
質
の
麦
・
大

豆
・
飼
料
作
物
な
ど
の
本
格
的
な
生
産
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
園
芸
振
興
対
策
事
業
の
実
施

七
〇
三
万
円

園
芸
機
械
の
導
入
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
園
芸
後
継
者
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

��

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

������	
a―３月定例市議会で審議されます―

ＩＴ革命と構造変化に対応した産業の活力づくり bcdef��


▼
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
創
出

八
九
九
八
万
円

な
が
お
か
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

セ
ン
タ
ー
「
ま
ち
な
か
・
考
房
（
仮
称
）」

を
開
設
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
た
市
民
の
企
画
、
運
営
、
実
践
と
い
う
、

市
民
主
体
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
し
ま
す
。

商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る

た
め
、
中
心
市
街
地
の
二
階
以
上
の
空
き

室
に
事
務
所
を
開
設
す
る
人
と
商
店
街
の

空
き
店
舗
へ
の
出
店
者
に
対
し
て
費
用
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
運
営
費
を
助

成
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
へ
の
新
規
参
入
者
等
を
対

象
と
し
た
融
資
「
中
心
市
街
地
産
業
集
積

促
進
資
金
」
を
新
た
に
創
設
し
ま
す
。

ま
た
、「
自
由
広
場
な
が
お
か
ホ
コ
天
」

の
実
施
や
販
売
促
進
事
業
な
ど
、
商
店
街

が
行
う
ソ
フ
ト
事
業
を
支
援
し
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

▼
中
心
市
街
地
構
造
改
革
の

総
合
研
究
（
新
規
）

七
〇
九
万
円

「
中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
（
仮

称
）」
を
設
置
し
、
中
心
市
街
地
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

▼
都
心
居
住
の
推
進

一
億
六
八
五
九
万
円

大
手
通
中
央
地
区
で
の
店
舗
住
宅
併
用

型
再
開
発
の
調
査
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸

住
宅
建
設
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
ま
ち
な
か
歴
史
・

文
化
探
訪
（
新
規
）二

二
五
三
万
円

中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
に
「
戦
災
資

料
館
（
仮
称
）」
や
歴
史
的
街
な
み
の
整

備
を
行
い
、
歴
史
探
訪
周
遊
ル
ー
ト
を
設

定
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
宝
田
公
園
の
一
部
に
観

光
バ
ス
の
暫
定
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

▼
長
岡
操
車
場
地
区
の

開
発
整
備

一
四
二
〇
万
円

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
、
防
災

対
応
型
公
園
の
基
本
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
策

定
し
ま
す
。

▼「
長
岡
南
循
環
バ
ス（
仮
称
）」

の
運
行
（
新
規
）

二
三
〇
万
円

中
心
市
街
地
を
経
由
す
る
循
環
バ
ス
路

線
を
増
設
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

��

長岡の顔にふさわしい中心市街地のにぎわいづくり bcdef���

▲大勢の人でにぎわい、まちが活気であふれ
る中心市街地のフリーマーケット（平成14年
８月３日・長岡まつりで）

▲ｅ-ネットシティながおかのテレビ会議シ
ステム
ながおか市民センターから、市民の声なん

でも窓口や健康センターの担当者と対話しな
がら行政相談や健康相談ができます。

▲チャレンジショップ「リード・ブロー」
リード・ブローではただいま、第３期生の４人が出店し、経営のノウハウを

学んでいます。チャレンジショップの個性的で魅力あるお店が中心市街地に新
しい風を吹き込み、まちなかを元気にしています。



▼
市
町
村
合
併
の
推
進

三
億
五
六
八
八
万
円

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
で
の
合
併

協
議
を
一
層
推
進
し
、
法
定
合
併
協
議
会

へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
り
ま
す
。

合
併
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
市
民
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
す
。

合
併
市
町
村
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、「
お
国
自
慢
バ
ス
ツ
ア
ー
」

「
お
国
自
慢
バ
ザ
ー
ル
」
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
に
対
応
し
て
住
民
基
本
台

帳
や
税
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築

し
ま
す
。

▼
広
域
連
携
推
進
事
業
の
拡
充

六
六
八
万
円

信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
、
全
国

首
長
連
携
交
流
会
、
提
言
・
実
践
首
長
会
、

関
越
地
域
連
携
協
議
会
、
全
国
市
町
村
川

交
流
会
な
ど
に
参
加
し
、
よ
り
広
域
な
地

域
と
の
連
携
・
交
流
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
地
域
の
住
民
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
な
が
お
か
」
を
新

た
に
開
催
し
ま
す
。

▼
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

七
四
四
万
円

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
「
ま
ち
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
市
民
や
来
訪
者
に

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、「
ま
ち
の
駅
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

長
岡
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼「
全
国
花
火
サ
ミ
ッ
ト
�
長
岡

２
０
０
３
（
仮
称
）
」
の
開
催

（
新
規
）

四
〇
〇
万
円

長
岡
ま
つ
り
の
八
月
二
日
に
全
国
屈
指

の
花
火
大
会
開
催
団
体
が
集
ま
り
、
よ
り

良
い
花
火
大
会
を
目
指
し
た
情
報
交
換
や

研
究
を
行
い
、
全
国
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

▼
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
充
実

二
六
八
四
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
創
作
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
バ
ー
チ
ャ
ル
花
火
を
世
界
各
国

か
ら
募
集
し
、「
国
際
バ
ー
チ
ャ
ル
花
火
コ

ン
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
を
新
た
に
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
上
映
コ
ン
テ
ン
ツ
（
内
容
）
を

充
実
し
ま
す
。

▼
広
域
観
光
の
推
進

五
〇
四
二
万
円

河
井
継
之
助
ゆ
か
り
の
地
、
福
島
県
会

津
若
松
市
・
只
見
町
と
の
相
互
広
域
観
光

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
西
山
連
峰
開
発
道
路
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

一
一
一
万
円

長
岡
東
西
道
路
と
信
濃
川
流
域
広
域
幹

線
道
路
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
国
際
交
流
の
推
進

三
五
〇
五
万
円

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」
で

各
国
文
化
紹
介
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

�
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
を
支
援
し
、

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
在
住
外
国
人
留
学
生
を
小
中
学

校
に
派
遣
す
る
「
世
界
が
先
生
―
国
際
人

育
成
事
業
」
を
充
実
し
ま
す
。

��

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

���	
abcd―３月定例市議会で審議されます―

広域的な交流と連携によるまちづくり ef��
���

▲長岡市みしま体育館オープン記念バレー
ボールフェスティバル（平成14年12月７日）
長岡市と三島町の子どもたちが交流試合を
行い、親睦を深めました。

▲世界が先生－国際人育成事業（平成14年12
月10日・川崎小学校）

▲まちなか花火ミュージアム
大好評の「まちなか花火ミュージアム」は、開館後約

２カ月で早くも入場者１万人を突破しました。まちなか
の新しい観光スポットとして次第に定着してきています。

▼
資
源
循
環
型
社
会
形
成
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

四
三
一
万
円

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
推
奨
制
度
（
仮

称
）」
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
有
料
化
に
向
け
た
市
民

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

五
八
九
万
円

環
境
ま
つ
り
を
開
催
す
る
ほ
か
、
環
境

家
計
簿
を
作
成
・
配
布
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
（
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
の
購
入
）
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
放
置
自
転
車
八
十
台
を

修
理
し
、
公
用
自
転
車
と
し
て
再
利
用
し

ま
す
。

▼
低
公
害
車
の
増
車

五
三
万
円

公
用
車
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
リ
ー
ス
で
一
台
導
入
し
ま
す
。

▼
学
校
・
保
育
園
給
食
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施一

〇
三
六
万
円

学
校
給
食
生
ご
み
の
回
収
、
乾
燥
処
理

・
飼
料
化
、
地
域
畜
産
事
業
家
へ
の
飼
料

供
給
と
い
う
地
域
内
資
源
循
環
型
シ
ス
テ

ム
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
保
育
園
（
五
カ
所
）
で

給
食
の
生
ご
み
回
収
を
試
行
し
ま
す
。

▼「
こ
ど
も
の
遊
び
場
夢
空
間
」

の
検
討
（
新
規
）

二
五
七
万
円

冬
季
も
楽
し
め
る
全
天
候
型
施
設
の
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
緑
化
の
普
及
・
啓
発二

一
九
三
万
円

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
ほ
か
、

緑
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
や

街
路
植
栽
帯
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

▼
悠
久
山
公
園
の
整
備

一
億
五
三
五
〇
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
公
園

の
再
生
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
県
営
屋
内
プ
ー
ル
建
設
予
定
地

の
用
地
取
得
（
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
先

行
取
得
）
と
造
成
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備

一
億
九
〇
〇
万
円

水
道
公
園
の
施
設
整
備
工
事
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

▼
陽
光
台
北
・
南
公
園
の

整
備
（
新
規
）

二
億
二
〇
〇
万
円

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
二
住
区
に
公
園

を
整
備
し
ま
す
。

▼
公
園
の
整
備

四
六
一
二
万
円

ふ
れ
あ
い
緑
道
（
新
保
二
〜
永
田
二
）、

ア
ベ
ニ
ュ
ー
公
園
（
上
除
町
）、
稲
場
公

園
（
関
原
町
一
）
の
整
備
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

▼
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進

三
三
四
万
円

公
園
樹
や
街
路
樹
の
剪�

�

定
枝
葉
を
資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
、
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

▼
環
境
共
生
住
宅
の
検
討（
新
規
）

二
〇
六
万
円

稲
葉
団
地
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
あ

た
り
、
太
陽
光
発
電
な
ど
環
境
共
生
に
配

慮
し
た
住
宅
の
建
設
を
検
討
し
ま
す
。

▼
上
除
団
地
公
営
住
宅
第
６
期

建
設
工
事
の
実
施
（
新
規
）

一
億
六
六
七
三
万
円

平
成
十
五
・
十
六
年
度
の
二
カ
年
で
一

棟
三
十
戸
を
建
設
し
ま
す
。

▼
消
雪
パ
イ
プ
用
地
下
水
の

有
効
利
用

八
五
〇
万
円

地
下
水
節
水
型
消
雪
制
御
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま

す
。

▼
稲
葉
川
水
害
対
策
の
実
施

（
新
規
）

五
三
八
八
万
円

稲
葉
川
に
河
川
水
逆
流
防
止
の
た
め
の

フ
ラ
ッ
プ
弁
、
雨
水
幹
線
ゲ
ー
ト
、
雨
量

計
、
水
位
計
お
よ
び
監
視
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
堀
金
橋
の
改
良
調
査

設
計
を
実
施
し
ま
す
。

▼
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
（
新
規
）

一
七
三
万
円

浸
水
想
定
区
域
情
報
お
よ
び
避
難
情
報

な
ど
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

▼
墓
園
の
整
備
（
新
規
）

三
八
五
〇
万
円

新
た
に
五
百
十
一
区
画
の
墓
地
を
造
成

し
ま
す（
平
成
十
七
年
度
か
ら
募
集
予
定
）。

ま
た
、
墓
地
公
園
内
の
ト
イ
レ
を
改
修

し
ま
す
。

��

人と自然にやさしい環境共生都市づくり ef��
���

▲環境フェスティバル2002のリサイクル
品・不用品展示販売コーナー（平成14年
９月27日・ハイブ長岡）

▲花いっぱいフェア（平成14年５月25
日・千秋が原ふるさとの森）
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今
回
、
指
定
を
受
け
た
「
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」
は
、
釜
沢
町
の
釜
沢
観
音

堂
に
あ
り
ま
す
（
釜
沢
町
内
会
所

蔵
）。板

絵
は
、
表
面
に
、
黒
漆
地
に

金
箔
で
台
座
上
の
千
手
観
世
音
菩

薩
坐
像
が
描
か
れ
、
背
面
に
は
、

「
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）」

と
い
う
製
作
年
や
「
鏡
傳
」
と
い

う
作
者
名
な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
板
絵
は
、
六
十
年
に
一
度

し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
同

じ
観
音
堂
内
に
あ
る
千
手
観
世
音

菩
薩
坐
像
（
市
指
定
文
化
財
）
の

代
わ
り
に
拝
む
た
め
に
描
か
れ
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
板
絵
に
は
、
観
音

堂
の
鰐
口
（
県
指
定
文
化
財
）
や

村
松
町
の
円
融
寺
の
薬
師
如
来
三

尊
像
・
十
二
神
将
（
市
指
定
文
化

財
）
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
共

通
の
作
者
名
な
ど
の
記
述
が
見
ら

れ
、
中
世
の
長
岡
の
歴
史
や
宗
教

を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
指
定
に
よ
っ
て
市
指
定

文
化
財
は
四
十
一
件
（
う
ち
、
歴

史
資
料
は
三
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
す

�
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�
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２月14日、M新潟県生活文化創造産業振興協会
主催の「NOP（イデス）デザインコンペティショ

ン２００３」が開催さ
れ、長岡産業デザイン
研究会が出品した再生
紙による店舗展示部材
「ぬくもり PQRS PT

UV（ソマ）」が、86点
の応募作品の中から、
大賞・準大賞に次ぐ
NOP賞を受賞しました。

;WXYZ[\]^_@
`ghijklmI
nopqrstuJKLJv

１月25日・26日に東京で開かれた「第３回全国
中学生創造ものづくり教育フェア」の生徒作品コ
ンテスト部門技術分野で、附属長岡中学校３年の
谷野由佳さんが製作したスズムシロボットが、全
国１位となる文部科学大臣奨励賞を受賞しました。
「PwxwUwPyN」と名付けられたこのロボット

は、壊れたパソコンやビデオデッキの基板を利用
して外観を形作っているのが大きな特徴です。
また、モーターやギアなどの部品の組み立てに
工夫が凝らしてあり、スイッチを入れると本物の
スズムシのように羽を広げて鳴いたり、歩いたり
します。コンテストではこうした独創的なアイデ
アが評価され、全国から出品された約170点の中
から見事に頂点に輝きました。
谷野さんは「大臣賞をいただいてとても驚いて
います。このPwxwUwPyNは、本物のスズムシと
同じように60度の角度で羽を広げるようにするこ
とが一番大変でし
たが、工夫を重ね
て思い通りの作品
を作ることができ
ました。みなさん
にも、PwxwUwP
yNを見てもらえ
ればうれしいで
す」と受賞の喜び
を話しています。
市はこの功績を称え、２月５日、谷野さんに教
育委員会表彰を贈りました。なお、「PwxwUwPy
N」は、３月８日zから16日{までながおか市民
センターで展示されます。みなさん、ぜひご覧く
ださい。

▲壁面を持たない店舗で自由な空間
設計が可能な点が、評価されました

▲|}~}�}|��を操作する谷野
由佳さん（２月５日・市役所で）

▲板絵千手観世音菩薩像 附裏書 １体
縦94.1㎝×横48.2㎝ 木製

ミニ
ニュー
ス
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四
十
万
都
市
構
想
は
、
任
意
合

併
協
議
会
参
加
の
八
市
町
村
に
、

小
千
谷
市
、
川
口
町
、
出
雲
崎
町
、

与
板
町
、
和
島
村
の
五
市
町
村
を

加
え
て
、
人
口
四
十
万
人
規
模
の

都
市
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で
す
。

構
想
の
枠
組
み
に
入
る
十
三
市

町
村
は
、
既
に
長
岡
地
域
広
域
行

政
組
合
を
構
成
し
て
お
り
、
長
年

様
々
な
事
業
を
共
同
実
施
し
て
き

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

八
市
町
村
に
よ
る
任
意
合
併
協
議

会
が
今
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
の

を
節
目
に
、
森
市
長
が
あ
ら
た
め

て
他
の
五
市
町
村
に
構
想
を
提
唱

し
、
参
加
を
呼
び
か
け
た
も
の
で

す
。会

議
の
冒
頭
で
森
市
長
は
、「
あ

く
ま
で
長
岡
市
長
と
し
て
の
考
え

方
を
お
話
し
し
た
わ
け
で
す
が
、

五
市
町
村
の
首
長
さ
ん
か
ら
は
、『
直

ち
に
判
断
は
で
き
な
い
が
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
議
論
が
熟
せ
ば
、

こ
の
任
意
協
議
会
へ
の
参
加
も
選

択
肢
と
な
り
う
る
』
と
の
お
答
え

で
し
た
。
今
後
、
参
加
の
意
向
が

示
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

あ
ら
た
め
て
こ
の
協
議
会
に
お
諮

り
し
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
な
ど
を
報
告
し
、
今
後
の
取
扱

い
に
つ
い
て
協
議
会
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

活
発
な
議
論
で

協
議
の
進
め
方
を
決
定

続
い
て
議
事
に
入
り
、
合
併
の

基
本
的
事
項
の
協
議
手
順
や
新
市

将
来
構
想
の
策
定
方
法
な
ど
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
は
、「
協
議
会
の
前
に
小
委

員
会
な
ど
で
十
分
に
議
論
を
」「
新

市
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
共
通
の

理
解
が
必
要
」「
将
来
構
想
に
は
各

市
町
村
の
長
期
計
画
を
取
り
入
れ

て
」
な
ど
、
次
々
と
意
見
が
出
さ

れ
、
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
会
議
で
協
議
の
進
め
方
の

大
枠
が
決
ま
り
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
次
回
か
ら
は
合
併
の
方
式
や
時

期
な
ど
の
基
本
的
事
項
の
議
論
に

入
り
ま
す
。

会
議
結
果
の
詳
し
い
内
容
は
、

今
月
の
市
政
だ
よ
り
と
同
時
配
布

の
「
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

次
回
の
協
議
会
は
、
三
月
十
三

日
�
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
開

会
三
十
分
前
か
ら
先
着
順
（
五
十

人
程
度
）
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

第
二
回
の
任
意
合
併
協
議
会
が
二
月
十
三
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
森
市
長
が
「
四
十
万
都
市
構
想
」

提
唱
の
考
え
方
や
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
協
議
手
順
な
ど
が
決
定
さ
れ
、
次
回

か
ら
本
格
的
な
議
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

�
.
,
�
��
�
�
.
�
�
+
�
�

「市町村合併講座」開催のお知らせ

市民のみなさんから市町村合併につい
て、より深く理解してもらうため、ご希
望に応じて職員が出向いて「市町村合併
講座」を開催します。お気軽にお問い合
わせください。

内容＝①市町村合併に関する一般的な事
項や長岡地域の状況などの説明 ②長岡
地域任意合併協議会での議論や進行状況
の説明 ③合併に関するビデオの上映な
ど
時間＝ご希望により30分～90分程度で調
整
参加人数＝人数制限はありません。数人
のグループでも結構です。
申し込み・問い合わせ＝市町村合併推進
室�39・2260

任意合併協議会
参加８市町村

太線は長岡地域広域
行政組合の13市町村 ▲任意合併協議会の会議で
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ま
す
。

縦
覧
は
４
月
１
日
か
ら
30
日

ま
で
で
す

縦
覧
期
間
は
、
四
月
一
日
�
か
ら
三
十

日
�
ま
で
で
す
。
閲
覧
は
四
月
一
日
�
か

ら
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
縦
覧
と
閲
覧
の

場
所
は
市
役
所
二
階
資
産
税
課
で
す
。

縦
覧
と
閲
覧
の
期
間
と
手
数
料
は
図
２

の
と
お
り
で
す
。
平
成
十
五
年
度
の
評
価

額
等
の
各
種
証
明
書
は
四
月
一
日
�
か
ら

交
付
し
ま
す
（
手
数
料
一
枚
二
百
五
十
円
）。

４
月
15
日
に
納
税
通
知
書
と
課
税

明
細
書
を
送
付
し
ま
す

四
月
十
五
日
�
に
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
を

一
緒
に
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
二
十
件
を

超
え
る
資
産
を
お
持
ち
の
人
は
、
二
十
件

を
超
え
る
部
分
の
課
税
明
細
書
を
別
封
筒

で
送
付
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
に
は
、
全
体
の
税
額
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
税
明
細
書
に
は
、

み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
土
地
・
家
屋
の
所

在
、
地
番
、
家
屋
番
号
、
面
積
、
評
価
額
、

課
税
標
準
額
、
家
屋
に
お
け
る
軽
減
税
相

当
額
、
税
相
当
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

課
税
明
細
書
の
内
容
と
所
有
資
産
が
異

な
る
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

納
税
通
知
書
の
末
尾
の
は
が
き
か
電
話
（
資

産
税
課
�
39
・
２
２
１
３
）
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
通
知
書
に
は
「
評
価
替
え

の
あ
ら
ま
し
」
を
同
封
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
は

３
年
に
一
度
実
施

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の
価
格
す

な
わ
ち
「
適
正
な
時
価
」
を
基
準
と
し
て

課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。
本
来
な
ら
ば
毎

年
度
評
価
替
え
を
行
い
、「
適
正
な
時
価
」

を
も
と
に
し
た
課
税
が
税
負
担
の
公
平
に

つ
な
が
る
わ
け
で
す
が
、
膨
大
な
量
の
土

地
や
家
屋
に
つ
い
て
毎
年
度
評
価
を
見
直

す
こ
と
は
実
務
上
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、

地
方
税
法
に
基
づ
き
三
年
に
一
度
実
施
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
評
価
替
え
と
は
、
三
年
間

の
資
産
価
値
の
変
動
に
応
じ
て
、
評
価
額

を
適
正
な
価
格
に
見
直
す
作
業
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
見
直
し
た
評
価
額
を
も
と

に
固
定
資
産
税
を
算
出
し
、
平
成
十
五
年

度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。◇

◇

今
回
の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
つ

い
て
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
資
産
税
課
�
39
・
２
２
１
３
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固定資産税Ｑ＆Ａ
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固定資産税についてのご質問は、お気軽に資産税課�39・2213へどうぞ

税額は、課税標準額をもとに算出しています。
この額は、地方税法で固定資産の評価額と定めら
れています。
平成６年度に宅地の評価額は、全国一斉に地価
公示価格の７割を目途に評価することになりまし
た。この結果、評価額は全国平均で約４倍に上昇
し、長岡市でも平均で約2.5倍になりました。
しかし、この評価額をそのまま課税標準額とし
て税額を算出すると大幅な増額となります。そこ
で、急激な税負担の増加とならないように、課税
標準額を毎年少しずつ増加させ、なだらかに評価
額に近づける負担調整措置を講じてきました。
したがって、近年の地価の下落によって評価額
が下がっても、課税標準額と評価額に開きがある
場合は、負担調整措置が継続されることになりま
す（右図参照）。このため多くの宅地で、評価額
が下がっても税額が下がらないことになります。

�
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（万円）

（
年
度
）

評価額
◆ 課税標準額

評価額と課税標準額の推移（標準的なモデル）

・評価替えは平成３年度、６年度、９年度、12年度に実施しました。
・平成９年度からは地価が下落したと認められる場合に評価額を
修正できるようになりましたので、毎年度下落修正を実施してき
ました。

�

��

今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
人
が
所
有
す
る

土
地
・
家
屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
に
関
す
る
評
価
を

適
正
に
判
断
で
き
る
こ
と
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

縦
覧
と
閲
覧
の
対
象
帳
簿
と
対
象
者
な

ど
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

「
縦
覧
」
は
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
評
価
額
を
見
る
も
の
で
、
今
回
新
し

く
で
き
た
制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自

分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
他
人
が
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
閲
覧
」
は
従
来
の
縦
覧
で
あ
り
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
名
寄
せ

帳
）
を
見
る
も
の
で
す
。
今
回
の
変
更
に

よ
っ
て
納
税
義
務
者
（
土
地
・
家
屋
の
所

有
者
）
の
ほ
か
、
新
た
に
借
地
人
・
借
家

人
も
自
分
が
使
用
し
て
い
る
物
件
に
つ
い

て
、
評
価
額
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り

今年は固定資産の評価替えがあります

�������
�� !�"#$
%&'()*+,

対 象 帳 簿 縦覧等ができる人 用 意 す る も の

-
.

①土地価格等縦覧帳簿
※評価額など
②家屋価格等縦覧帳簿
※評価額など

固定資産税の納税者等
・土地の所有者は①の縦覧
・家屋の所有者は②の縦覧
・両方の所有者は①②の縦覧

/0123
・本人の認印
45123
・所有者の認印または委任状
と代理人の認印
6708690123
・賃貸借契約書等と借地人、
借家人の認印

:
.

固定資産課税台帳
（土地・家屋名寄せ帳）
※所在、評価額、課税標準
額など

固定資産税の納税義務者
納税管理人、破産管財人等
借地人、借家人

平成15年
１月～３月

-
.

:

.

平成16年
４月 ５月～12月 １月～３月

有料

有料

無料

無料

他人資産の閲覧（借地人、借家人）

本人資産の閲覧

４月30日４月１日

４月１日

４月１日

５月１日 ３月31日

３月31日

４月30日

図１ 対象帳簿と対象者

図２ 縦覧と閲覧の期間と手数料

固
定
資
産
税
に
対
す
る
情
報
開
示
を
一
層
進
め
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
三
年

に
一
度
行
わ
れ
る
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

今
月
は
、
変
更
に
な
っ
た
縦
覧
・
閲
覧
制
度
と
評
価
替
え
の
あ
ら
ま
し
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・縦覧期間中は課税台帳のコピーを１枚10円で交付します。
・固定資産税の算出は毎年１月１日現在の所有状況で実施しています。縦覧と閲覧の期間は平成16年
以降も同様です。

（閲覧、各種証明…250円）

（閲覧、各種証明…250円）



回
）

定
員
�
35
人

参
加
料

�
４
、０
０
０
円

申
し
込
み
�

３
月
11
日
�
〜
16
日
�

�
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集

花
を
育
て
る
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
し
て
い

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
（
活
動

状
況
や
花
の
写
真
等
の
作
品
を

審
査
・
表
彰
。
全
団
体
に
緑
花

推
進
指
導
員
が
花
の
指
導
を
実

施
）。

対
象
�
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学

校
の
職
員
・
児
童
・
生
徒
や
、

地
域
・
職
場
の
団
体
。
協
力
し

な
が
ら
、
花
を
育
て
て
思
い
や

り
の
心
も
育
て
て
い
る
団
体
（
業

者
に
管
理
を
委
託
し
て
い
る
団

体
は
除
く
）

申
し
込
み
�
３

月
14
日
�
ま
で
に
所
定
の
用
紙

で
公
園
緑
地
課
内
花
い
っ
ぱ
い

フ
ェ
ア
開
催
協
議
会
事
務
局
へ

（
活
動
状
況
な
ど
の
作
品
提
出

期
限
は
８
月
28
日
�
ま
で
）

�
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

講
師
�
市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教

室
」
担
当
・
小
林
正
夫
さ
ん

持
ち
物
�
筆
記
用
具

定
員
�

60
人

①
「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
育
て
方

と
観
葉
植
物
の
管
理
」

日
時
�
３
月
15
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
厚
生
会

館
第
１
小
ホ
ー
ル

申
し
込
み

�
３
月
12
日
�
ま
で

②
「
ク
ン
シ
ラ
ン
の
育
て
方
」

日
時
�
４
月
５
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
厚
生
会

館
第
２
小
ホ
ー
ル

申
し
込
み

�
３
月
28
日
�
ま
で

�
子
ど
も
映
画
劇
場（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
16
日
�
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分

内
容
�
ア

ニ
メ
「
風
の
神
と
こ
ど
も

姥

す
て
山

さ
る
地
蔵
」、「
蛙
の

王
子
さ
ま

眠
り
姫
」

�
春
休
み
将
棋
大
会（
無
料
）

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法

を
決
定
し
ま
す
。

日
時
�
３
月
25
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

対
象
�
小
学
生

申
し
込
み
�
３
月
16
日
�
ま
で

３
月
25
日
�
〜
４
月
６
日
�

の
春
休
み
中
の
利
用
時
間
は
、

科
学
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時
、
温
水
プ
ー
ル

…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
…
午
前
11
時
、

午
後
１
時
30
分
、
３
時
20
分
の

３
回
で
す
。

ま
た
、
春
休
み
の
間
、
高
校

生
以
下
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

入
場
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
（
大

人
は
有
料
）。

■
消
費
者
協
会
公
開
学
習
会
（
無
料
）

「
漢
方
よ
も
や
ま
話
」

日
時
�
３
月
20
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
�
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
会
議
室

講
師
�
薬
剤
師
・
広

橋
義
和
さ
ん

□�
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局

�
32
・
０
０
２
２

■
映
画
「
な
ご
り
雪
」
上
映
会

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
音
声
ア
シ

ス
ト
も
あ
り
ま
す
（
３
月
20
日
�
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）。

日
時
�
３
月
23
日
�
①
午
前
10
時
か

ら
②
午
後
０
時
20
分
か
ら
③
午
後
３

時
40
分
か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
�
一
般

・
学
生
１
、４
０
０
円
、
ペ
ア
２
、４

０
０
円
（
一
般
・
学
生
と
も
）、
当
日

は
一
般
１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、５

０
０
円
。
小
学
生
・
シ
ニ
ア
（
60
歳

以
上
）・
障
害
者
・
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
人
・
介
助
の
人
・
外
国
籍
の
人

１
、０
０
０
円

□�
市
民
映
画
館
を
つ

く
る
会
�
・
	
33
・
１
２
３
１
（
月

・
金
曜
日
の
夜
）
ま
た
は
長
岡
商
工

会
議
所
�
32
・
４
５
０
０

■
倫
理
文
化
講
演
会

日
時
�
３
月
21
日
祝

午
前
10
時
〜
11

時
40
分

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー

講
師
�
�
倫
理
研
究

所
研
究
員
・
中
西
康
成
さ
ん

テ
ー

マ
�
「
家
庭
づ
く
り
」
の
心
得

入

場
料
�
１
、０
０
０
円

□�
五
十
嵐
さ

ん
�
33
・
６
８
４
４

■
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
会

日
時
�
３
月
22
日
�
午
後
７
時
か
ら

会
場
�
善
行
寺
（
宮
原
２
）

出
演

者
�
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
詩
人
・
彦
☆

星
さ
ん

入
場
料
�
カ
ン
パ
制
（
終

了
後
）

□�
藤
田
さ
ん
�
35
・
１
８

７
１

１９

▲緑花推進指導員による花の指
導（昭和保育園）

国営越後丘陵公園からのお知らせ
３月10日�～31日�は春季開園準備のため
休園します。

■雪割草まつり�03
雪国に春を告げる可憐な雪割草が暖の館を
彩ります。
入園料・駐車料・展示会の入場料はすべて
無料です。
日時＝３月８日�午前９時30分～午後４時30
分、３月９日�午前９時30分～午後３時30分
会場＝暖の館ほか 内容＝展示コーナー（鉢
花、雪割草の写真や絵画など）、栽培相談コー
ナー、即売コーナー（苗・資材・書籍など）、
講演会など

■春季開園 ４月１日オープン！
グリーンシーズン期間＝４月１日�～11月30
日� 開園時間＝午前９時30分～午後５時
入園料金＝大人（15歳以上）400円、小人（６
歳以上15歳未満）80円 駐車料金＝普通車310
円 二輪車100円

■スプリングフェア�03
４月１日�～５月５日祝


期間中の土日・祝日を中心に春満載の多彩
なイベントを行います。
★オープニングイベント「春一番 雪割草の
世界」
期 間＝４月１日�～13日�
☆初登場！雪割草２万株の群生地 ～自然探
勝路にて（４月中旬まで見ごろ）

☆水彩画家外山康雄「里
山の花々」作品展
☆雪割草押し花絵展
☆雪割草押し花教室（当
日受付）
日時＝４月５日�・６日
�午前10時30分～午後３

時30分 参加料＝材料費
☆写真撮影講習会＆撮影会「丘陵公園・野の
花を撮る」
日時＝４月６日�午前10時30分～午後４時
参加料＝500円 定員＝40人 講師＝新潟県写
真家協会副会長・上山益男さん 申し込み＝
公園管理センター�47・8001（定員に満たな
い場合は当日申し込み可）
☆外山康雄「野の花水彩画教室」
日時＝４月13日�午後１時～４時 参加料＝
300円（画材は用意します） 定員＝30人（当
日受付）

３月15日� 雪国植物園がオープン！
開園期間＝３月15日�～11月16
日� 時間＝午前９時～午後５
時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人300円、子ども200
円 問い合わせ＝雪国植物園�
46・0030

■早春の妖精、
雪割草銘品
展示会
３月15日�～24日�
■春の山野草、常設展示会
３月25日�～５月31日�

▲ザゼンソウ

▲雪割草

問い合わせ＝越後公園管理センター�47・8001
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�
お
こ
わ
だ
ん
ご
作
り

日
時
�
３
月
26
日
�
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

定
員
�
20
人

参
加
料
�
４
０
０
円

持
ち
物

�
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
�
３

月
11
日
�
午
前
９
時
か
ら

�
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
体
験

の
参
加
者
募
集

じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
か

ら
収
穫
ま
で
の
作
業
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
は
持

ち
帰
り
Ｏ
Ｋ
で
す
。

参
加
料
�
１
、５
０
０
円

定
員

�
25
家
族
（
昨
年
の
体
験
家
族

は
不
可
）

申
し
込
み
�
３
月

20
日
�
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
じ
ゃ
が
い
も

栽
培
体
験
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
、
〒
９
４
０
｜
０
８
２
１

栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
（
申
し
込

み
は
１
家
族
１
枚
、
多
数
の
場

合
抽
選
）

●
「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」

公
開
講
演
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
12
日
�
時
間
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

�
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

演
題

�
「
今
が
、
一
番
」

講
師
�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
小
林
秀
夫
さ
ん

�
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

日
時
�
３
月
16
日
�
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
�
信
濃
川

集
合
�
大
手
大

橋
東
詰
（
堤
防
上
）

対
象
�

小
学
生
〜
一
般

持
ち
物
�
筆

記
用
具
、
観
察
用
具

参
加
料

�
50
円

申
し
込
み
�
３
月
13

日
�
ま
で

�
昆
虫
お
も
し
ろ
教
室（
無
料
）

昆
虫
標
本
を
使
っ
て
、
や
さ

し
く
昆
虫
を
学
び
ま
す
。
４
月

か
ら
の
昆
虫
観
察
会
の
打
ち
合

わ
せ
も
行
い
ま
す
。

日
時
�
３
月
16
日
�
午
前
10
時

〜
正
午

集
合
�
科
学
博
物
館

展
示
室

対
象

�
小
学
生
〜
一

般

持
ち
物
�

筆
記
用
具

●
趣
味
創
作
教
室（
盆
栽
教
室
）

日
時
�
４
月
10
日
〜
10
月
９
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
（
８
月
は
休
み
、
計
15

����� !�"#$%&
'(()*//+++,-.(/,0121341,0..21(1,5)

１８

■
「
地
域
の
茶
の
間
」

よ
っ
て
い
か
ん
か
ね
〜

気
軽
に
楽
し
く
お
茶
の
み
し
ま
し

ょ
う
（
漬
物
・
煮
〆
も
用
意
）。

日
時
�
３
月
15
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
４
月
か
ら
は
毎
月
第
１
土

曜
日
に
開
催
予
定
）

参
加
料
�
３

０
０
円
（
昼
食
代
は
別
に
３
０
０
円

必
要
）

会
場
・
□�
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
リ
ビ
ン
グ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
っ
と
Ｈ
ｏ
ｔ

ハ
ウ
ス
（
堀
金
１
）
�
36
・
８
１
９

８■
館
長
講
座
「
歴
史
と
現
代
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

３
月
30
日
�
ま
で
「
わ
く
わ
く
歴

史
体
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
�
３
月
16
日
�
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館

講
堂

□�
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
�

47
・
６
１
３
５

■
ド
イ
ツ
映
画
鑑
賞
（
無
料
）

「
ラ
ン
・
ロ
ー
ラ
・
ラ
ン
」

日
時
�
３
月
16
日
�
午
前
11
時
〜
午

後
０
時
30
分

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

□�
長
岡
日
独
協
会
・
真
保
さ

ん
�
66
・
０
５
４
４

■
三
尺
玉
子
育
て
ト
ー
ク
サ
ロ
ン

「
し
ゃ
べ
り
場
」

情
報
や
意
見
交
換
、
悩
み
相
談
の

場
で
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
19
日
�
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

会
場
�
四
郎
丸
公
民
館

テ
ー
マ
�
お
義
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
！
？

□�
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
・
高
橋

さ
ん
�
39
・
３
２
２
０

6�
7
8
9
:
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q長岡市芸術文化振興財団
ガイド�29・7715

r�Mst	uvwI

xyz{|}�~��m��
日時＝６月３日�午後７時から 会場＝リリックホ
ール・コンサートホール 全席自由＝一般2,500円、
学生1,500円 チケット発売＝３月８日�から

r���� ��� �n������n 

�����#�}mo��
日時＝６月20日�午後７時か
ら 会場＝リリックホール・
コンサートホール 全席自由＝
一般3,000円、学生1,500 チ
ケット発売＝３月22日�から

r}}�������}��
��������&

�J������#�
オーディション＝７月13日�
レッスン＝９月14日� 公演＝
10月12日� 会場＝リリックホール 応募資格＝15
歳～35歳（申込締切日現在） 参加料＝5,000円
申し込み＝６月10日�までに所定の申込書で

r ¡¢¡£¡&!�¤�no¥
日時＝３月12日�午後７時から 会場＝リリックホ
ール・シアター 全席自由＝1,000円（当日200円増）

▲仲道郁代さん



２１

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

�
中
越
高
校
写
真
部
写
真
展

期
間
�
３
月
12
日
�
〜
17
日
�

�
ジ
・
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
ハ
ー

ド
・
ロ
ッ
ク

期
間
�
３
月
19
日
�
〜
24
日
�

�
美
大
・
芸
大
を
目
指
す
高
校

生
の
た
め
の
作
品
展
示
会

期
間
�
３
月
26
日
�
〜
４
月
７
日
�

ち
び
っ
こ
広
場（
４
階
）

�
39
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
利
用
を
一

部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
親
子
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

親
子
で
１
・
２
・
３
！

日
時
�
３
月
21
日
祝�
午
前
11
時
〜

正
午

会
場
�
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場

申
し
込
み
�
３
月
17
日
�
ま

で�
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊
び

や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
３
月
12
日
�
、
19
日
�
、

26
日
�
の
午
前
11
時
か
ら
（
15
分

程
度
）

�
相
談
窓
口

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育
士

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ル
な
が
お
か（
２
階
）

�
39
・
２
７
４
６

�
39
・
２
７
４
７

�
��� ＠
�
��	
a
b
c
b
d
eb

a
��c
b

�b

f�

�
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
子
育
て

講
演
会
「
子
育
て
と
出
会
う

と
き
〜
人
と
人
の
新
た
な
絆

を
求
め
て
〜
」

会
場
は
健
康
セ
ン
タ
ー
で
す
。

一
時
保
育
あ
り
（
一
人
に
つ
き
３

０
０
円
。
３
月
10
日
�
ま
で
に
要

予
約
）。

日
時
�
３
月
17
日
�
午
後
２
時
〜

４
時

講
師
�
恵
泉
女
学
園
大
学

教
授
・
大
日
向
雅
美
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
「
す
く
す
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
お
な
じ
み
）

定
員
�
１
０
０
人

申
し
込
み
�

氏
名
、
電
話
番
号
、
保
育
希
望
の

有
無
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で

�
読
み
聞
か
せ
講
座
講
演
会

一
時
保
育
あ
り
（
１
人
に
つ
き

３
０
０
円
。
３
月
10
日
�
ま
で
要

予
約
）。

日
時
�
３
月
15
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
�
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

講
師
�
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
専
任
講
師
・
山
崎

慶
子
さ
ん

演
題
�
子
ど
も
と
本

と
の
出
会
い
の
た
め
に
〜
そ
の
た

め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
考
え
る
〜

申
し
込
み
�
氏

名
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望
の
有

無
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

�
知
っ
て
ト
ク
す
る
！
お
ん
な

の
金�



�

講
座
（
無
料
）

〜
社
会
保
障
に
つ
い
て
何
で

も
お
答
え
し
ま
す
〜

一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。
続

け
て
受
講
し
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
�
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

講
師

�
社
会
保
険
労
務
士
・
高
野
洋
子

さ
ん

申
し
込
み
�
氏
名
・
電
話

番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
（
当
日
も
可
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

�
32
・
０
０
２
２

�
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

¬
は
じ
め
て
の
携
帯
電
話
」

日
時
�
３
月
19
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
�
３
０
２
会
議

室

定
員
�
20
人

講
師
�
庄
田

め
ぐ
み
さ
ん
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）

申
し
込
み
�
電
話
で

ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
催
し

�
人
権
啓
発
活
動
の
紹
介

期
間
�
３
月
５
日
�
〜
19
日
�

�
雪
し
か
ま
つ
り
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示
会

期
間
�
３
月
20
日
�
〜
27
日
�

そ
の
他
の
催
し

�
ゆ
う
ゆ
う
会
作
品
展
「
北
風

と
太
陽
」

期
間
�
３
月
17
日
�
〜
30
日
	

会
場
�
２
階
ロ
ビ
ー

�
い
け
ば
な
小
原
流
「
花
の
輪
・

人
の
輪
・
み
ん
な
の
花
展
」

期
間
�
３
月
22
日
�
・
23
日
	
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
�
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

�
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

期
間
�
３
月
17
日
�
〜
19
日
�
午

前
10
時
〜
午
後
８
時

会
場
�
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
�
平
面
、

立
体
、
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
作
品
展
示

�
身
体
障
害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
�
１
階
障
害
者
プ
ラ
ザ

問

い
合
わ
せ
�
長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
�
47
・
２
２
０
８
、



47
・
２
２
０
６

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
 
!
"
#

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
・
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日
が
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。
４
月
か
ら
土
曜
日
は
午
後
６
時
30
分
閉
館
に
変
わ
り
ま
す
。

〜
午
後
５
時

会
場
�
東
泉
閣
（
柏

町
２
）

参
加
料
�
４
、０
０
０
円

（
昼
食
・
懇
親
会
費
含
む
）

□$
小

林
さ
ん
�
32
・
０
２
７
９

■
フ
ォ
ー
ク
・
バ
ル
カ
ン
地
方
の

踊
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

エ
ア
ロ
ビ
感
覚
で
楽
し
め
ま
す
。

日
時
�
３
月
12
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

の
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
�

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

参
加
料
�
月
５

０
０
円
（
施
設
使
用
料
別
。
１
回
３

０
０
円
）

□%
３
月
20
日
�
ま
で
に

平
山
さ
ん
�
37
・
６
２
６
８
（
午
後

７
時
以
降
）
へ

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
�
４
月
23
日
〜
６
月
25
日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
�
宮
内
公
民
館

定
員
�
30
人

参
加
料
�
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
�
内
履
き
靴
、
タ
イ
ト
ス
カ

ー
ト
以
外
の
動
き
や
す
い
服
装

□%

４
月
19
日
�
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
〒
９
４

０
｜
０
８
６
４
川
崎
４
の
３
８
４
鈴

木
佳
美
さ
ん
�
33
・
５
０
９
９
へ

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
�
小
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・

木
曜
の
午
後
５
時
〜
７
時
（
ナ
イ
タ

ー
あ
り
）、
土
曜
の
午
後
２
時
〜
４
時
、

中
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
水
曜
日

の
午
後
７
時
〜
９
時
、
土
曜
日
の
午

後
４
時
〜
６
時
（
時
間
変
更
の
場
合

あ
り
）

会
費
�
小
学
１
、
２
年
生

…
月
３
、０
０
０
円
、
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生
…
月
６
、０
０
０
円
（
入

会
金
５
、０
０
０
円
）

□$
藤
田
さ
ん

�
０
９
０
・
８
６
４
３
・
２
７
４
４

&
'
(
)

▲大日向雅美さん

３
／
19
�

３
／
12
�

26
�

相
談
日

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

相
談
員

20
�

期
日

母
子
の
健
康
や
子

育
て
に
つ
い
て

内

容

母
子
保
健

推
進
員

担
当

３/13
�
幼
児
期
の
食
事
に

つ
い
て

栄
養
士

２ １ 回
11



３/10
�

期
日

社
会
保
障
の
理
解
と
展

望 社
会
保
障
の
現
状

テ
ー
マ

�
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
12
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

内
容
�
ミ
リ

ヤ
ム
・
プ
レ
ス
ラ
ー
著
「
そ
ば

か
す
イ
ェ
シ
」

メ
ラ
ニ
ー
・

ウ
ォ
ル
シ
ュ
著
「
か
い
ぶ
つ

か
い
ぶ
つ
」

参
加
料
�
無
料

�
む
か
ー
し
む
か
し
の

お
は
な
し
会

〜
昔
話
と
童
話
の
夕
べ
〜

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
15
日
�
午
後
６
時

〜
７
時

会
場
�
大
島
公
民
館

和
室
１

内
容
�
昔
話
「
さ
る

む
こ
物
語
」
ほ
か
（
語
り
手
・

池
田
正
樹
さ
ん
）

参
加
料
�

無
料

定
員
�
１
０
０
人

�
こ
と
ば
あ
そ
び
を
し
よ
う

日
時
�
３
月
27
日
�
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

会
場
�
中

央
図
書
館
講
座
室
１

内
容
�

手
あ
そ
び
や
早
口
こ
と
ば
、
カ

ル
タ
大
会
な
ど

参
加
料
�
無

料

定
員
�
30
人

申
し
込
み

�
電
話
で

�
む
か
し
あ
そ
び
を

た
い
け
ん
し
よ
う

日
時
�
３
月
27
日
�
午
後
３
時

30
分
〜
４
時
30
分

会
場
�
中

央
図
書
館
講
座
室
１

内
容
�

あ
や
と
り
、
お
て
だ
ま
、
け
ん

だ
ま
な
ど
の
昔
の
遊
び

参
加

料
�
無
料

定
員
�
30
人

申

し
込
み
�
電
話
で

*
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
28
日
�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
互
尊
文

庫

内
容
�
吉
田
修
一
著
「
パ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
」

参
加
料
�

無
料

+
長
岡
図
書
館
友
の
会

会
員
募
集

図
書
館
が
大
好
き
な
人
な
ら

だ
れ
で
も
入
れ
る
図
書
館
活
動

を
応
援
・
支
援
し
て
い
く
図
書

館
利
用
者
の
会
で
す
。
図
書
館

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
み
た
い
人

大
集
合
！
。

活
動
内
容
�
会
で
話
し
合
い
決

定

年
会
費
�
一
般
会
員
５
０

０
円
、
賛
助
会
員
１
口
１
、０
０

０
円
（
１
口
以
上
）

申
し
込

み
�
各
図
書
館
の
窓
口
で

問

い
合
わ
せ
�
中
央
図
書
館
内
長

岡
図
書
館
友
の
会
事
務
局
�
32

・
０
６
５
８

●
楽
し
い
教
養
講
座

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

期
間
�
４
月
〜
９
月

時
間
�

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

受
講
料
�
花
道
１
８
、５
０
０
円
、

料
理
１
４
、０
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円

申
し

込
み
�
３
月
10
日
�
〜
31
日
�

に
、
受
講
料
と
利
用
者
協
議
会

費
４
０
０
円
を
持
参

●
が
ん
ば
れ
な
が
お
か
！

起
業
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
�
３
月
14
日
�
午
後
６
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象
�
起
業

意
欲
の
あ
る
人
や
新
し
い
分
野

に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
事

業
者
な
ど
、
ま
た
、
そ
う
し
た

人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

人
（
大
学
関
係
者
や
会
計
士
）

な
ど

内
容
�
①
基
調
講
演
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」（
60
分
程
度
）

②
交
流
会
（
90
分
程
度
）

講

師
�
い
ち
よ
し
経
済
研
究
所
取

締
役
社
長
・
近
藤
一
仁
さ
ん

参
加
料
�
①
講
演
…
無
料
②
交

流
会
…
３
、
０
０
０
円

定
員

�
50
人

特に記載のないものは、電話、ＦＡＸ、
Ｅメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。

長岡市役所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

２０

■
囲
碁
入
門
教
室
と

少
年
少
女
囲
碁
大
会

会
場
・
□%
３
月
17
日
�
ま
で
に
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
�
34
・
１
３
０
５

へ

□$
長
岡
囲
碁
連
盟
・
星
さ
ん
�

・


35
・
４
５
２
２

①
囲
碁
入
門
教
室
（
無
料
）

日
時
�
３
月
23
日
	
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

②
少
年
少
女
囲
碁
大
会

日
時
�
３
月
23
日
	
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

参
加
料
�
５
０
０
円

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
一
店
逸
品
」
の
お
店
を
ま
わ

っ
て
、
ま
ち
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
と
コ
ー
ス
�
①
３
月
25
日
�
…

う
ち
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
コ
ー
ス
（
昼

食
付
。
専
門
店
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

そ
の
理
由
を
紹
介
）
②
３
月
29
日
�

…
春
の
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講

座
付
コ
ー
ス
（
自
分
に
似
合
う
色
を

見
つ
け
る
講
座
付
）

時
間
�
①
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
②
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

定
員
�
各
コ
ー
ス

８
人

参
加
料
�
各
コ
ー
ス
５
０
０

円

□%
３
月
17
日
�
ま
で
に
長
岡
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
�
32
・
７

０
０
２
へ

■
春
の
植
木
祭
り

日
時
�
４
月
19
日
�
〜
21
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

会
場
�
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ

ー
ル

□$
橋
本
さ
ん
�
０
２
５
６
・

38
・
８
３
０
４

■
新
潟
地
区
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

日
時
�
４
月
20
日
	
午
前
９
時
20
分

,%
-
.
/
0

,$
1
2
3
4
5

6
7
8
9
:�
�;
�
<
"
=
>
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B
CDEDFCGHICGIJK

期日 店 名 内 容
①
3/15� ブリック・ア・ブラック ミニカー改造初級者コース！

② プリンセスオーロラ ビーズでティアラを作りましょう！

③
3/16� ファクト オリジナルＴ－シャツ作りたい人大集合！

（先着10人にＴ－シャツ１枚無料進呈！）

④ ルーラー パソコンのソフトを活用してポスターなどを作ります！

LMN�OPQRSTUVWX
チャレンジショップでちょっとか
わわっったた体体験験ををししててみみまませせんんかか。。
会会 場場＝＝チチャャレレンンジジシショョッッププ「「リリーードド・・ブブロローー」」
申し込み＝チャレンジショップ代表�090・8909・3539

時 間＝①午後１時から②午後１時から、２時から、
３時から③④午後１時から

定 員＝②各４人
参加料＝①99円（ミニカーによって異なる場合あり）

②500円③無料④500円
問い合わせ＝商業振興課�39・2228

Y
Z
[
\
]
^
�
_

�
�;
�
`
`
 
g

ペ
ン

毛
筆 茶 道 料理 花 道 講

座

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

コ

ー

ス小川流 宗�流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流

30人 各15人 各20人 各30人 定
員

煎茶 抹茶

▲料理講座（２月17日）
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２３

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
Ｊ
Ｆ
Ｃ

（
サ
ッ
カ
ー
）

①
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
、
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
午
後
２
時

〜
６
時
②
新
町
小
学
校
・
東
中
学
校

・
リ
ッ
ツ
サ
ッ
カ
ー
場
③
小
学
生
④

年
会
費
１
、
２
年
生
６
、０
０
０
円
、

３
〜
６
年
生
１
２
、０
０
０
円
⑤
荒
木

さ
ん
�
24
・
５
９
６
２

◇
表
町
剣
士
会

①
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
②
表
町
小
学
校
体
育
館

③
小
学
生
〜
一
般
④
月
１
、０
０
０
円

⑤
丸
山
さ
ん
�
32
・
１
５
１
９

◇
江
陽
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
午
後
７
時
〜
９
時

②
江
陽
中
学
校
③
小
学
１
年
生
以
上

④
月
１
、０
０
０
円
⑤
大
塚
さ
ん
�
27

・
３
１
５
６

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
場
�
北
部
体
育
館

定
員
�
各
20

人

□�
３
月
10
日
�
午
前
９
時
か
ら

北
部
体
育
館
�
24
・
６
１
１
６
へ

①
対
象
②
練
習
日
時
③
会
費
④
説
明

会
⑤
問
い
合
わ
せ

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
小
学
１
年
生
以
上
②
毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
45
分
〜
７
時
③
年
８
、０
０

０
円
⑤
相
澤
さ
ん
�
24
・
５
８
３
２

（
平
日
夜
）

◇
寿
空
手

①
５
歳
以
上
②
毎
週
水
曜
日
午
後
５

時
〜
７
時
③
月
３
、０
０
０
円
⑤
井
上

さ
ん
�
24
・
４
５
９
９

◇
桜
剣
士
会

①
小
学
生
以
上
②
週
２
回
午
後
４
時

30
分
〜
６
時
③
月
２
、
５
０
０
円

（
入
会
金
２
、０
０
０
円
）
④
４
月

２
日
�
午
後
６
時
か
ら
北
部
体
育
館

で
⑤
渡
辺
さ
ん
�
35
・
１
０
２
２

会 場＝悠久山屋内温水プール�35・6368
持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝①３月20日�午後７時までに悠久山プールへ
直接（返信用のはがき持参で）②往復はがきに郵便番号、
住所、氏名（未成年者は保護者名も）、性別、電話番号、
生年月日、希望コース（第１・２希望）を記入して、〒
940-0827悠久町336悠久山屋内温水プールへ３月20日�必

着で
・対象者は15年４月現在の年次、学年です。
・電話での申し込みはできません。申し込み多数の場合
は抽選をし、結果および参加料の納入方法を３月26日
�に発送します。
・参加料のほかにプール使用料（大人400円、高校生・65
歳以上300円、中学生以下150円）が必要です。

�������

コース 曜日 時 間 期 間 定員（人） 対 象 参加料（円） 内 容

幼 児

月
16：15～17：00

4/14～7/14 20

年中・年長幼児

8,000円
水慣れから初歩的な泳ぎ
までを学びます。
・恐怖心の除去
・補助具付き水泳

水 4/16～7/16

各40

5,500円
木 4/17～7/17 6,000円
土Ａ 4/19～7/12 5,500円土Ｂ

基 礎

月 16：00～17：00 4/14～7/14 30

小学１・２年生

6,000円
初歩動作から、基礎的な
泳ぎ方までを学びます。
・クロールの習得
・背泳ぎの習得

火 4/15～7/15

各40

5,500円
金 4/18～7/18 6,000円
土Ａ 4/19～7/12 5,500円土Ｂ

育 成

月 17：00～18：30 4/14～7/14 40

小学３～６年生

6,000円

個々の泳力に応じて、４
泳法の習得を目指します。

火 17：30～19：00 4/15～7/15 30 5,500円水 17：00～18：30 4/16～7/16 40
金 17：30～19：00 4/18～7/18 30 6,000円
土 17：00～18：30 4/19～7/12 40 5,500円

準・選手養成 土 ８：30～10：00 4/1～8/31 30 育成コース参加者で泳力があ
る人（当教室基準により）

上記育成コースに
＋2,000円

選手を目指すために必要
な技術を学びます。

選 手 養 成

月 17：00～18：30

4/1～8/31 30 選手を目指す
小学３～中学生 10,000円 選手を目指すために必要

な技術を学びます。
火～金 17：30～19：00

土 ８：30～10：00
17：00～18：30

マ ス タ ー ズ

月 18：30～20：00 4/14～7/14 50 一般成人
初心者から中級者

6,000円

体力つくりや健康つくり
のための正しい泳ぎ方を
学びます。

水 14：30～15：30 4/16～7/16
各20

5,500円

金 10：30～12：00 4/18～7/18 一般成人・上級者（２種目で
100	以上泳げるような人）

6,000円

土 18：30～20：00 4/19～7/12

各40

一般成人・初心者から中級者
5,500円

婦 人

火Ａ 10：30～11：30 4/15～7/15火Ｂ 11：30～12：30
木Ａ 10：30～11：30 4/17～7/17

6,000円

木Ｂ 11：30～12：30

シ ル バ ー

月Ａ 13：00～14：00 4/14～7/14月Ｂ 14：00～15：00
金Ａ 13：00～14：00 4/18～7/18金Ｂ 14：00～15：00

水中ウォーク

月Ａ 10：30～11：30 4/14～7/14

各25
腰痛や肥満対策等、健康
つくりのための水中動作
（ウォーキング）を学び
ます。

月Ｂ 11：30～12：30
水Ａ 10：30～11：30 4/16～7/16 5,500円水Ｂ 11：30～12：30
金Ａ 10：30～11：30 4/18～7/18 6,000円金Ｂ 11：30～12：30

アクアビクス

火Ａ 13：00～13：45 4/15～7/15

各40
一
般
成
人

5,500円 音楽に合わせて、体力つ
くりに必要な水中運動（水
中エアロビクス）の基本
動作を学びます。

火Ｂ 13：45～14：30
水Ａ 13：00～13：45 4/16～7/16水Ｂ 13：45～14：30
木Ａ 13：00～13：45 4/17～7/17 6,000円木Ｂ 13：45～14：30

水 球 土 13：30～15：00 4/19～7/12 30 小学生 5,500円 ４泳法および水球の基本動作を学びます。
シ ン ク ロ 木 18：00～19：30 4/17～7/17 各20 小学生 6,000円 シンクロナイズドスイミングの基本動作を学びます。
ダイビング（飛込） 日 10：30～12：00 4/13～7/13 どなたでも 5,500円 ダイビング（飛び込み）の基本動作を学びます。

10：15～11：00
11：00～11：45

16：30～17：30

15：00～16：00
16：00～17：00

女 性
初心者から
中級者まで

おおむね60歳以上
初心者から中級者まで

一般成人

アクアビクス経験者
初心者もしくはおおむね60歳以上
アクアビクス経験者
初心者もしくはおおむね60歳以上
アクアビクス経験者
初心者もしくはおおむね60歳以上

●
健
康
づ
く
り
教
室（
太
極
拳
）

日
時
�
４
月
８
日
〜
６
月
24
日

の
毎
週
火
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
計
10
回
）

定
員

�
15
人

参
加
料
�
２
、０
０
０

円

申
し
込
み
�
３
月
11
日
�

〜
16
日
�



厚
生
会
館
青
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
無
料
体
験
日

み
ん
な
で
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
３
月
12
日
�
・
19
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

会
場
�
厚

生
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
�
青

年
男
女

参
加
料
�
無
料

申

し
込
み
�
当
日
会
場
で

持
ち

物
�
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
、

内
履
き

内
容
�
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か

a
長
岡
市
親
善
卓
球
大
会

日
時
�
３
月
21
日
祝�
午
前
９
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館

種
目
�
①
一
般
・
高
校
男
子
②

中
学
生
以
下
男
子
③
一
般
・
高

校
女
子
④
中
学
生
以
下
女
子

試
合
形
式
�
４
シ
ン
グ
ル
、
１

ダ
ブ
ル
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

（
ダ
ブ
ル
ス
は
３
番
で
、
１
、

２
番
出
場
選
手
同
士
の
ダ
ブ
ル

ス
出
場
は
不
可
、
ゼ
ッ
ケ
ン
着

用
）

参
加
料
�
社
会
人
を
含

む
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円
、
高
校

生
チ
ー
ム
２
、５
０
０
円
、
中
学

生
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円
（
当
日

に
）

申
し
込
み
�
３
月
14
日

	
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
フ
ァ

ク
ス
で
（


34
・
２
８
０
８
）

b
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
・

ミ
ニ
大
会
『
ラ
ケ
ッ
ト
テ

ニ
ス
』

ル
ー
ル
紹
介
も
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
楽
し
め
ま

す
。

日
時
・
会
場
�
①
３
月
24
日
�

午
後
７
時
〜
９
時
…
北
部
体
育

館
②
３
月
27
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
…
厚
生
会
館

持
ち
物
�
内
履
き
、
運
動
の
出

来
る
服
装
（
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
は

用
意
し
ま
す
）

参
加
料
�
無

料

申
し
込
み
�
市
民
体
育
館

へc
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
�
４
月
１
日
〜
22
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

会
場
�
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

参
加
料
�

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
�
南
部
体
育
館
�
39
・

３
６
０
０

d
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
�
４
月
２
日
〜
７
月
30
日

の
毎
週
水
曜
日
①
午
後
７
時
〜

８
時
②
午
後
８
時
〜
９
時

会

場
�
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

参

加
料
�
各
５
、３
０
０
円
（
初
回

に
。
両
方
１
０
、３
０
０
円
）

申
し
込
み
�
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ
�
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
・
小
林
さ
ん
�
32
・
７

１
５
９

e
太
極
拳
講
習
会

日
時
・
内
容
�
４
月
６
日
�
午

前
10
時
〜
正
午
…
講
習
会
、
午

後
１
時
〜
４
時
…
合
同
練
習
と

表
演

会
場
�
市
民
体
育
館

参
加
料
�
５
０
０
円
（
当
日
に
。

高
校
生
以
下
と
見
学
者
無
料
）

講
師
�
全
拳
協
本
部
・
中
野
春

美
さ
ん

申
し
込
み
�
３
月
24

日
�
ま
で
に
市
民
体
育
館
�
34

・
２
７
０
０
へ
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特に記載のないものは、電話、ＦＡＸ、
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■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
⑥

説
明
会

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

（
器
械
体
操
）
ク
ラ
ブ

男
子
…
①
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
６

時
〜
７
時
30
分
②
長
岡
高
校
体
育
館

③
小
学
４
、
５
年
生
（
15
年
度
）
④

月
３
、０
０
０
円
⑤
八
木
さ
ん
�
27
・

１
４
０
２
（
夜
間
�
42
・
２
８
５
２
）

女
子
…
①
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
30

分
〜
６
時
②
市
民
体
育
館
③
小
学
１
、

２
年
生
（
15
年
度
）
④
月
３
、
０
０

０
円
⑤
f
原
さ
ん
�
32
・
４
７
４
１

男
女
と
も
３
月
25
日
�
に
入
部
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
は
午

後
５
時
30
分
に
運
動
の
で
き
る
服
装

で
市
民
体
育
館
に
集
合
。

◇
希
望
が
丘
Ｓ
・
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
日
曜
日
、
第
２
・
４
土
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
ほ
か
に
週
１
回

夜
間
練
習
（
午
後
７
時
〜
９
時
）
②

希
望
が
丘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
た

は
体
育
館
③
小
学
１
〜
６
年
生
④
年

会
費
１
０
、０
０
０
円
（
ほ
か
に
育
成

会
費
あ
り
）
⑤
棚
橋
さ
ん
�
27
・
５

３
５
３
⑥
３
月
15
日
�
午
後
７
時
30

分
か
ら
希
望
が
丘
公
民
館

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー

③
小
学
生
（
新
１
〜
６
年
生
の
男

女
）
④
入
団
金
５
、０
０
０
円
、
年

会
費
１
〜
３
年
生
１
０
、０
０
０
円
、

４
〜
６
年
生
２
０
、０
０
０
円
⑤
小

林
さ
ん
�
35
・
１
６
２
０
⑥
３
月
23

日
�
午
前
10
時
、
北
部
体
育
館
会
議

室
（
入
団
希
望
者
と
そ
の
保
護
者
）

�
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雇用・能力開発機構から譲渡を受け、
長岡勤労者体育センターが４月から長
岡市新産体育館となります（ニュータ
ウンいこいの広場も譲渡を受けます）。
ほかの体育館同様、健康づくりや体

力づくりにお気軽にご利用ください。
所在地＝新産２の１の９（下図参照）
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卓球８台）、会議室、更衣室
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●
退
職
後
の

健
康
保
険
に
つ
い
て

職
場
を
退
職
し
た
と
き
は
、

そ
の
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
の
か
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
（
条
件
に
よ
っ
て
、

家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

任
意
継
続
と
は
、
健
康
保
険

の
期
間
が
２
カ
月
以
上
あ
り
、

退
職
後
20
日
以
内
に
手
続
き
す

る
と
、
職
場
の
健
康
保
険
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
保
険
料
は
在
職
時
の
２
倍

に
な
り
ま
す
（
上
限
額
あ
り
）。

国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る

人
は
、
市
役
所
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
前
年
（
３

月
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
で

算
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
や
給
付
内
容
は
、
職

場
の
健
康
保
険
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
退
職
の
と

き
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
任
意
継
続
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
〕

①
政
府
管
掌
健
康
保
険
に
つ
い

て
…
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
�

36
・
５
１
４
１
②
健
康
保
険
組

合
・
共
済
組
合
等
の
保
険
に
つ

い
て
…
加
入
し
て
い
た
組
合

〔
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
〕

国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２
０

●
「
支
払
い
の
お
知
ら
せ
」

を
廃
止
し
ま
す

長
岡
市
・
長
岡
市
水
道
局
・

長
岡
地
区
衛
生
処
理
組
合
は
、

平
成
15
年
４
月
か
ら
、
そ
れ
ま

で
口
座
振
り
替
え
で
支
払
い
を

行
う
際
に
、
指
定
金
融
機
関

（
北
越
銀
行
）
を
通
じ
て
郵
送

し
て
い
た
「
支
払
い
の
お
知
ら

せ
」
を
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
長
岡
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
、
市
が
支
払

い
を
行
っ
た
際
、
通
帳
の
摘
要

欄
に
「
長
岡
市
収
入
役
」
と
記

載
し
て
い
た
も
の
を
、
４
月
か

ら
は
「
各
担
当
課
名
」
に
変
更

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
会
計
課
�
39
・

２
２
３
７

●
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替

日
繰
り
上
げ
の
お
願
い

水
道
事
業
は
３
月
が
決
算
月

で
す
。
こ
の
た
め
、
３
月
が
検

針
月
に
あ
た
る
人
の
振
替
日
を

繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
振
替
日
�
３
月
28
日

�
対
象
料
金
�
２
、
３
月
分

問
い
合
わ
せ
�
水
道
局
業
務
課

�
35
・
１
６
１
９

●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
軽
自
動

車
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
に
譲
渡
し
た
人
や
廃
棄

し
た
人
は
４
月
１
日
�
ま
で
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
市
民
税
課
�
39

・
２
２
１
２

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

□�
オ
オ
ミ

ヤ
ス
ポ
ー
ツ
�
28
・
２
０
０
０
、
野

口
さ
ん
�
０
９
０
・
３
１
４
０
・
８

７
６
５

■
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
と
コ
ー
ス
�
４
月
２
日
〜
来
年

３
月
31
日
の
毎
週
水
曜
日
の
Ａ
コ
ー

ス
午
後
７
時
〜
８
時
、
Ｂ
コ
ー
ス
午

後
８
時
〜
９
時

会
場
�
市
民
体
育

館
小
ア
リ
ー
ナ

募
集
人
数
�
各
コ

ー
ス
20
人

参
加
料
�
１
２
、０
０
０

円

申
し
込
み
�
３
月
24
日
�
午
前

９
時
か
ら
市
民
体
育
館
へ

■
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
）
選
手
募
集

練
習
日
�
週
５
回
程
度
（
午
後
６
時

〜
８
時
、
冬
期
は
午
後
５
時
〜
７
時
）

会
場
�
市
内
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市

内
小
学
校
体
育
館
な
ど

対
象
�
中

学
生
（
平
成
15
年
度
）

年
会
費
�

１
５
、０
０
０
円

参
加
料
�
月
５
、

０
０
０
円

□�
西
田
勝
彦
さ
ん
�
32

・
７
５
７
３

■
長
岡
市
合
気
会
会
員
募
集

日
時
�
毎
週
月
・
木
曜
日
（
第
３
週

の
み
木
・
金
曜
日
）
の
午
後
７
時
〜

９
時

会
場
�
市
民
体
育
館

参
加

料
�
一
般
（
半
年
）
７
、０
０
０
円
、

学
生
（
半
年
）
３
、５
０
０
円

□�
大

野
さ
ん
�
36
・
２
６
５
９
（
午
後
５

時
以
降
）

■
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
）

�
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

相
談
時
間
�
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

２５

������	
abcdef��
転入・転出をしたり、就職・退職などで保険の種類や

資格が変わったりしたときは、14日以内に市民課（市役
所１階④番窓口）または市民サービスセンター（市民セ
ンター内）で手続きをしてください。

●手続きの際には、窓口で本人と確認できる証明書（免
許証・保険証など）の提示をお願いしています。ご協力
ください。
●老人保健や医療費助成制度の受給者は、その変更手続
きも必要になります（手続きは、国保医療課⑨番、
�番
窓口でお願いします）。
●転出や他の健康保険に加入したとき、新しい保険証が
届くまでの間に病院などで受診するときは、窓口で保険
証が変わったことを伝えてください。今までの国保の保
険証を使って受診すると、後で市が負担した医療費を返
してもらうことがあります。

問い合わせ＝国保医療課�39・2220

その他 国保を脱退 国保に加入
修
学
の
た
め
他
の
市

町
村
へ
行
く
と
き

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
と
き

死
亡
し
た
と
き

他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き

他
市
町
村
へ
転

出
す
る
と
き

子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き

他
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
と

き 他
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き

こ
ん
な
と
き

在
学
の
証
明

書 年
金
証
書

健
保
の
保
険

証 母
子
健
康
手
帳

健
保
の
離
脱

日
を
確
認
で

き
る
書
類

転
出
証
明
書

持
参
す
る
も
の現在、お持ちの国保の保険証

長岡市メールマガジンの愛称が「米百俵メール」に決定！
愛称募集には55点の作品が寄せられ、「米百俵メール」は、その
中で一番「長岡のイメージに合い、全国のみなさんにもよく知ら
れている」ということで選ばれました。この愛称が多くの読者に
親しんでもらえるよう、「米百俵」にちなんだ話題もどんどんお伝
えしていきます。ぜひ、みなさんもご講読ください（無料）。
発行日＝毎月１日・15日 申し込み＝長岡市ホームページのトッ
プページから 問い合わせ＝秘書広報課�39・2202

�
�
�

三
輪
・
四
輪

６
６
０
㏄
以
下

二
輪

２
５
０
㏄
超

二
輪

１
２
５
㏄
超
〜

２
５
０
㏄
以
下

１
２
５
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
・

農
耕
車
・
小

型
特
殊
車
等

区

分

軽
自
動
車
検
査
協
会

長
岡
支
所

�
22
・
０
５
５
５

新
潟
陸
運
支
局
長
岡
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

�
22
・
１
１
３
１

全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
長
岡
分
室

�
23
・
３
１
１
５

市
役
所
市
民
税
課

�
39
・
２
２
１
２

届
け
出
先

�
市
民
体
育
祭
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
兼
東
京
杯

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会

日
時
�
４
月
13
日
�
午
前
８
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
民
体
育

館

種
目
�
①
市
民
体
育
祭

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
…
一
般
男
女

（
Ａ
・
Ｂ
）、
高
校
男
女
、
中

学
男
女
、
小
学
男
女
②
東
京
杯

（
ダ
ブ
ル
ス
）
…
男
女

参
加

料
�
①
一
般
６
０
０
円
、
高
校

生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３

０
０
円
②
一
般
１
、２
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
３
月
24
日
�
ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育

館
ヘ

�
初
心
者
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
団
体

や
他
の
時
間
で
の
申
し
込
み
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
①
午

前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時
〜

９
時

対
象
�
中
学
生
以
上

定
員
�
４
人

会
場
�
市
民
体

育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

持
ち

物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、
内

履
き
靴
、
施
設
使
用
料

申
し

込
み
�
希
望
日
の
２
日
前
ま
で

に
市
民
体
育
館
�
34
・
２
７
０

０
へ

２４

■
お
は
よ
う

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
�
４
月
６
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
６
時
か
ら

集
合
�

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

参
加
料
�
高

校
生
以
上
１
、５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
５
０
０
円

□�
４
月
３
日
�
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
32
・
６
１
１

７
へ

□�
長
岡
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
・
安
藤
さ
ん
�
35
・
５
２
５
０

■
長
岡
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会

日
時
�
４
月
６
日
�
正
午
〜
午
後
４

時
30
分

会
場
�
北
部
体
育
館

対

象
�
18
歳
以
上
の
社
会
人

種
目
�

混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
�
１
ペ
ア

１
、０
０
０
円

持
ち
物
�
専
用
ラ
ケ

ッ
ト

□�
３
月
20
日
�
ま
で
に
黒
条

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
大
久
保

文
男
さ
ん
�
24
・
５
４
９
４
ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
32
・
６
１
１
７

へ■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
�
４
月
10
日
〜
５
月
22
日
の
毎

週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
�
厚
生
会
館

参
加
料
�
１
、８

０
０
円（
初
回
に
）
持
ち
物
�
運
動

靴

□�
島
村
さ
ん
�
32
・
７
８
５
３

■
長
岡
レ
ッ
ツ
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
部
員
募
集

初
心
者
・
未
経
験
者
で
も
大
歓
迎
�

練
習
日
�
週
３
〜
５
日

会
場
�
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
北
部
体
育
館
、

北
中
学
校
な
ど

年
会
費
�
５
、０
０

０
円
（
保
険
料
、
登
録
費
な
ど
。
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
代
別
）

参
加
料
�
月

４
、０
０
０
円

説
明
会
�
３
月
16
日

�
午
後
１
時
〜
３
時
（
上
川
西
コ
ミ

長岡市役所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

�

�

�

�

�

東
蔵
王
２
の
２
の
72

教室名 婦 人

対 象 女 性

募集人数 30人

期 間 ４月９日～来年３月31日
毎週水曜日

時 間 10：00～11：30

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ゲーム
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、
ミニテニス）

申し込み ３月17日	午前９時から電話で北部体育館�24・6116へ

マスターズ 一 般

おおむね55歳
以上の男女 一 般

20人 20人

13：00～14：30 19：00～20：30

�

�

�

�

大
手
通
１
の
４
の
10

教室名 若返りクラブ

対 象 おおむね55歳
以上の男女

募集人数 30人

期 間 ４月２日～来年３月31日
毎週水曜日

時 間 13：30～
15：15

内 容
～体力つくりと仲間つくり
楽しみながらの健康つくり～

・各種スポーツ、ゲーム、ストレッチ体操など

申し込み ３月10日	午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

婦人クラブ

女 性

30人

４月３日～来年３月25日
毎週木曜日

10：00～
12：00

青年クラブ 市民クラブ

青年男女 成年男女

70人 40人

19：00～
21：00

18：30～
20：30

�

�

�

�

�

曲
新
町
５
６
４
の
３

教室名 婦人
スポーツクラブ

対 象 女 性

募集人数 30人

期 間
４月７日～
来年３月15日
毎週月曜日

時 間 10：00～11：30

内 容

・各種スポーツ
・ゲーム
・エアロビック
な運動

申し込み ３月20日
午前９時から電話で南部体育館�39・3600へ

マスターズ
スポーツクラブ

エアロビック
ダンスクラブ

おおむね55歳
以上の男女 どなたでも

25人 25人

４月９日～
来年３月17日
毎週水曜日

４月11日～
来年３月19日
毎週金曜日

13：30～15：00 10：00～11：00

・各種体操
・各種スポーツ、
ゲーム（ミニテニ
ス、ソフトバレー）

・エアロビック
ダンス

・ストレッチ体
操

�

�

�

�

�

学
校
町
１
の
２
の
１

教室名

スポーツクラブ

マスターズ

月曜日コース

対 象 おおむね55歳
以上の男女

募集人数 20人

期 間
４月７日～
来年３月22日
毎週月曜日

時 間 13：30～15：00

内 容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボー
ル、卓球、バドミントン、ミニテニス）

申し込み ３月18日�午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

レディース

木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

女 性

20人 10人 30人

４月10日～
来年３月25日
毎週木曜日

４月８日～
来年３月30日
毎週火曜日

４月11日～
来年３月26日
毎週金曜日

10：00～11：30

〈参加料〉次のいずれかの方法で納入してください。
一括納入…14,000円（４月納入）
分割納入…４月6,000円、９月5,000円、１月4,000円

の３回払い

〈初回に持参するもの〉
参加料 運動のできる服装 内履きの運動靴
顔写真（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。
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駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん



●
み
ん
な
で
長
岡
を
美
し
く

「
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
、
春

と
秋
の
２
回
、
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
雪

解
け
時
（
３
月
下
旬
）
か
ら
４

月
20
日
�
ま
で
実
施
し
ま
す
。

町
内
会
や
商
店
街
組
合
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
、
道
路
や
公
園
、

側
溝
の
清

掃
を
行
う

な
ど
、
ま

ち
の
美
化

に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
手
で
「
き
れ
い
な
」

長
岡
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
�
環
境
業
務
課
�

24
・
２
８
３
７

２７

ガ
ー
ベ
ラ
は
南
ア
フ
リ
カ
生

ま
れ
で
、
西
欧
で
改
良
さ
れ
た

キ
ク
科
の
宿
根
草
で
す
。
そ
の

名
前
は
、
ド
イ
ツ
の
自
然
科
学

者
ゲ
ル
バ
ー
に
ち
な
ん
で
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

日
本
に
渡
来
し
た
の
は
大
正

の
初
期
で
、
そ
の
花
姿
か
ら
花

車
や
千
本
槍
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
地

ぎ
わ
か
ら
花
茎
を
伸
ば
し
、
そ

の
先
端
に
タ
ン
ポ
ポ
を
大
き
く

し
た
よ
う
な
頭
花
を
１
個
つ
け
、

４
月
か
ら
10
月
こ
ろ
ま
で
咲
き

続
け
ま
す
。

昭
和
50
年
代
に
は
組
織
培
養

の
技
術
で
大
量
生
産
が
可
能
に

な
り
、
よ
り
身
近
な
花
と
な
り

ま
し
た
。

花
色
は
赤
、
黄
、
白
、
ピ
ン

ク
、
オ
レ
ン
ジ
の
ほ
か
複
色
の

も
の
も
あ
り
、
花
型
は
大
輪
、

中
輪
、
小
輪
が
あ
り
ま
す
。
咲

き
方
も
一
重
、
八
重
、
半
八
重

と
大
変
豊
富
で
す
。

ま
た
、
高
性
種
と
矮�
�

性
種
が

あ
る
の
で
、
鉢
用
、
切
り
花
用
、

庭
植
え
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
	



・
鉢
植
え

（
置
き
場
所
）
日
光
が
大
好
き

で
、
日
当
た
り
が
悪
い
と
葉
ば

か
り
繁
っ
て
花
が
咲
か
な
か
っ

た
り
、
花
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
日
光
に
十
分
当

て
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に

置
き
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
替
え
）
６
〜
８
号
鉢
で

５
、
６
芽
以
上
に
な
る
と
、
根

詰
ま
り
し
て
生
育
も
開
花
状
態

も
悪
く
な
り
ま
す
。
３
月
か
ら

４
月
こ
ろ
、
ま
た
は
９
月
こ
ろ

に
２
、
３
芽
つ
け
て
株
分
け
を

し
て
、
切
り
口
は
ベ
ン
レ
ー
ト

水
和
剤
な
ど
の
殺
菌
剤
で
消
毒

し
、
植
え
替
え
を
し
て
若
返
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

植
え
付
け
は
、
芽
の
付
近
に

は
土
を
か
け
な
い
よ
う
浅
植
え

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
土
と
肥
料
）
例
え
ば
、
赤
玉

土
４
、
川
砂
３
、
腐
葉
土
３
の

混
合
土
に
、
土
１
a
に
対
し
て

緩
効
性
化
成
肥
料
を
３
b
ほ
ど

混
入
し
ま
す
。
生
育
の
途
中
で

は
葉
の
緑
色
が
薄
く
な
っ
た
ら

追
肥
の
サ
イ
ン
で
す
。

（
水
や
り
と
温
度
）
鉢
土
が
常

に
湿
っ
て
い
る
高
温
多
湿
状
態

で
は
根
腐
れ
の
原
因
に
な
る
の

で
、
乾
か
し
気
味
で
育
て
、
開

花
期
に
は
表
土
が
乾
い
た
ら
た

っ
ぷ
り
与
え
ま
す
。
摂
氏
15
度

以
上
で
あ
れ
ば
冬
で
も
開
花
し

ま
す
が
、
５
度
以
下
で
の
冬
越

し
は
水
を
控
え
め
に
し
て
休
眠

さ
せ
ま
す
。

・
庭
植
え

日
当
た
り
と
排
水
の
よ
い
場

所
を
選
び
、
腐
葉
土
や
苦
土
石

灰
を
入
れ
て
よ
く
耕
し
ま
す
。

株
間
は
30
〜
40
㎝
に
し
て
、
芽

の
部
分
が
隠
れ
な
い
よ
う
に
浅

植
え
に
し
ま
す
。

肥
料
は
、
緩
効
性
の
化
成
肥

料
を
追
肥
と
し
て
、
春
と
秋
に

１
、
２
回
、
１
c
当
た
り
１
０

０
b
を
目
安
に
与
え
ま
す
。

晩
秋
に
地
上
部
が
枯
れ
た
ら
、

防
寒
の
た
め
に
株
の
上
に
わ
ら

や
落
葉
、
腐
葉
土
な
ど
で
覆
っ

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

d
e
f
f
�
�


�
�
�
�
�
�
�

ひ
と
雨
ご
と
に
春
の
足
音
が
近
づ
く
３
月
。
園
芸
店
の
店
頭
に
は

た
く
さ
ん
の
鉢
物
や
花
苗
が
並
び
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
で
も
意
外
と
育
て
や
す
く
、
近
年
の
品
種
改
良

で
花
色
や
花
型
が
豊
富
に
な
り
長
期
間
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ガ

ー
ベ
ラ
の
紹
介
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇���

▲ガーベラ

�
�
�
�
�
�
�
�
 
!

"
#
$
%
&
'

平
成
９
年
１
月
〜
平
成
14
年

12
月
の
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し

た
「
園
芸
教
室
」（
計
72
回
）

を
１
冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

花
の
写
真
を
カ
ラ
ー
で
収
録

し
、
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ

か
り
や
す
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

園
芸
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ぜ

ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

「
園
芸
教
室
１
」
も
好
評
発

売
中
で
す
。

販
売
価
格
�
１
、
０
０
０
円

（
税
込
み
）

発
売
日
�
３
月
10
日
�
か
ら

販
売
場
所
�
市
役
所
１
階
市
民

の
声
な
ん
で
も
窓
口
、
３
階
公

園
緑
地
課

問
い
合
わ
せ
�
公
園
緑
地
課
�

39
・
２
２
３
０
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３月27日(、28日)、31日*、
４月１日+～４月４日)の
午後５時から７時まで

,-./012�
�3456!78
３月末～４月初めは転入や転出が
多く、市民課の窓口が混み合います。
市では、混雑の解消や待ち時間の
短縮を図るため、この期間の市民課
の窓口業務時間を延長します。
どうぞご利用ください。
場 所＝市民課（市役所１階）、市民

サービスセンター（市民セ
ンター内）

取り扱い業務＝転入・転出などの住
民異動届出、婚姻などの戸
籍届出、印鑑登録、住民票
・戸籍などの証明発行、外
国人登録（市役所のみ）

問い合わせ＝市民課�39・2215

▲春は、転入・転出の時期です。仕事や
学校帰りに、どうぞご利用ください

●
市
税
な
ど
の
納
付
は
便
利

な
口
座
振
替
で

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
料

の
納
付
は
、

便
利
で
確
実

な
口
座
振
替

を
お
す
す
め

し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出

向
く
手
間
が
な
く
な
り
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を

提
出
し
た
翌
月
の
末
日
の
納
期

限
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
当
初
分
か
ら
口

座
振
替
に
し
た

い
場
合
は
、
３

月
31
日
�
ま
で

に
金
融
機
関
の

窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
�
預
金
通
帳
、

届
出
印

問
い
合
わ
せ
�
市
税

と
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

…
収
納
課
�
39
・
２
２
１
４
、

介
護
保
険
料
…
介
護
保
険
課
�

39
・
２
２
４
５
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
�
39
・
２

２
２
０

●
あ
な
た
に
も
で
き
る

心
肺
そ
生
法
講
習
会（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
で

す
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
ど
う
ぞ
。

日
時
�
３
月
23
日
�
午
前
９
時

〜
正
午

会
場
�
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
ふ
そ
き

定
員
�
50
人

問
い
合
わ
せ
�
消
防
署
救
急
係

�
35
・
２
１
９
３

●
４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
き
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

な
ど
の
不
注
意
に
よ
っ
て
、
毎

年
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
老
朽
化
し
た
消
火
器
を
回
収

し
ま
す
〕

期
間
中
に
古
い
消
火
器
を
有

料
で
回
収
し

ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
内

回
覧
文
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〕

日
時
�
４
月
５
日
�
午
前
11
時

〜
午
後
２
時

会
場
�
ハ
イ
ブ

長
岡
駐
車
場

内
容
�
消
防
音

楽
隊
の
演
奏
、
は
し
ご
車
の
試

乗
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

な
ど

問
い
合
わ
せ
�
消
防
本

部
予
防
課
�
35
・
２
１
９
０

●
高
齢
者
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

65
才
以
上
の
高
齢
者
で
、
単

身
高
齢
者
世
帯
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
・
高
齢
者
と
児
童
の
み

の
世
帯
・
寝
た
き
り
高
齢
者
・

痴
呆
性
高
齢
者
に
該
当
す
る
人

を
対
象
に
、
高
齢
者
現
況
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
高
齢
者
の
世
帯
状
況

・
心
身
の
状
況
・
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
調
査
し
、
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
総
合
的
対
策
を
進
め

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

３
月
下
旬
か
ら
民
生
委
員
が

該
当
世
帯
に
調
査
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
介
護
保
険
課
�

39
・
２
２
４
５

長岡市役所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

特に記載のないものは、電話、ＦＡＸ、
Ｅメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。

２６

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
（
無
料
）

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
不
動
産
、
相

続
、
遺
言
、
借
金
の
返
済
な
ど
に
関

わ
る
相
談
や
、
介
護
保
険
、
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
お
応
え
し
ま
す
。

日
時
�
３
月
15
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

相
談
方
法
�
電
話
相
談
…

相
談
専
用
電
話
�
37
・
９
０
５
１
（
当

日
の
み
）
で
、
面
接
相
談
…
あ
ら
か

じ
め
�
０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２

７
へ
予
約
の
う
え
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
で

□9
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
に
い
が
た
�
０
２
５
・
２
２
８
・

１
７
２
７

■
税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

税
理
士
が
、
面
接
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
ご
予
約
の
う
え
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
月
第
１
、
３
水
曜
日
の
午

前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
・
□:
関

東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
（
三
和

３
）
�
33
・
８
０
８
０

■
石
油
機
器
技
術
管
理
士
講
習
会

石
油
燃
焼
機
器
（
ス
ト
ー
ブ
、
ボ

イ
ラ
ー
等
）
の
点
検
整
備
（
設
置
・

販
売
）
業
務
に
従
事
ま
た
は
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
講
習
会

と
資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
長
岡
市
消
防
本
部
予
防

課
に
あ
り
ま
す
。

期
日
�
４
月
９
日
�
・
10
日
�
会

場
�
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

受
講
料
�

１
６
、８
０
０
円

□9
;
日
本
石
油
燃

焼
機
器
保
守
協
会
�
03
・
３
４
９
９

・
２
９
２
８

<:
=
>
?
@

<9
A
B
C
D
E

F
G
H
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市議会の本会議や委員会は公開されています。

みなさん気軽においでください。

市議会３月定例会の日程

時 間 本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定 員 本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

お問い合わせは議会事務局�39・2244

期 日 会 議 名 会 場

３日	
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（市政執行方
針、提案理由説明）

議場
４日
 本会議（２日目）

５日�、６日� 本会議（予備日）

10日	、11日
 建設委員会

第一委員会室12日�、13日
 文教社会委員会

14日�、17日	 産業環境委員会

18日
、19日� 総務委員会 第三委員会室

25日

議会運営委員会 第二委員会室

本会議（最終日） 議場

電源地域振興センターが、企業の施設・設備の整備を支援します。
対象＝事業に使われる建物・付属設備・機械装置・備品の整備
補助要件＝①対象の整備を平成15年４月１日以降に着手すること

②建物の延床面積が増加すること
③常用雇用者数が増加すること

補助額＝整備に要した費用に応じて補助額が算定されます
申し込み＝３月20日�までに工業振興課へ
問い合わせ＝工業振興課�39・2222

電源過疎地域等企業立地促進事業費補助金



参
加
料
�
所
得
に
応
じ
て
、
利

用
者
負
担
お
よ
び
昼
食
代
、
材

料
費
の
実
費
が
か
か
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
�
社
会
福
祉
協
議

会
�
33
・
６
０
０
０

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
柿
町
下

耕
地
）
利
用
者
追
加
募
集

開
園
期
間
�
４
月
下
旬
〜
11
月

下
旬
（
貸
出
は
１
年
間
）

貸

出
区
画
数
�
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

９
区
画

参
加
料
�
２
、０
０
０

円

申
し
込
み
�
３
月
20
日
�

ま
で
に
、
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
希
望
」
と

記
入
し
て
、
〒
９
４
０
｜
０
０

７
２
柳
原
町
２
の
１
中
央
公
民

館
へ
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
�
中
央
公
民
館
�

32
・
０
４
３
７

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

出
店
者
募
集

大
手
通
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

に
魅
力
あ
る
お
店
を
開
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
お
店
づ
く
り
を
実

践
し
な
が
ら
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
べ
ま
す
。

本
格
出
店
時
に
は
、
家
賃
や

内
装
費
用
の
補
助
制
度
も
利
用

で
き
ま
す
。

場
所
�
大
手
通
２
の
４
の
３
大

手
ビ
ル
１
階

出
店
区
画
数
�

５
区
画
（
１
区
画
約
２
坪
）

出
店
者
負
担
（
月
額
）
�
出
店

料
１
０
、０
０
０
円
、
共
益
費
１

０
、０
０
０
円

出
店
期
間
（
予

定
）
�
平
成
15
年
７
月
４
日
〜

16
年
６
月
中
旬

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
�
３
月
３
日
�
〜

４
月
18
日
�
に
商
業
振
興
課
�

39
・
２
２
２
８
、
長
岡
商
工
会

議
所
�
32
・
４
５
０
０
、
長
岡

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
�

32
・
７
０
０
２
へ

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

派
遣
高
校
生
・
引
率
教
師

募
集

夏
休
み
に
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
異
文

化
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

３
月
下
旬
に
各
高
校
へ
募
集

要
項
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
�
４
月
13
日
�
時
間
�

午
後
１
時
か
ら

会
場
�
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
３
会

議
室

内
容
�
昨
年
度
参
加
生

の
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
参
加
料

の
ほ
か
に
、
食
費
な
ど
の
自
己

負
担
金
が
必
要
。

派
遣
の
申
し
込
み
�
高
校
生
…

４
月
23
日
�
、
引
率
教
師
…
４

月
16
日
�
ま
で
に
各
高
校
へ
配

布
す
る
応
募
書
を
�
長
岡
市
国

際
交
流
協
会
（
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
�
�
長
岡
市
国
際

交
流
協
会
�
39
・
２
７
１
４

２９

〒
９
４
０
｜
２
１
３
５
深
沢
町
２
２

７
８
の
８
特
定
非
営
利
活
動
法
人
長

岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
合
会
�
47
・
２
２
３
３
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
）

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
通
信

課
程
受
講
者
募
集

期
間
�
４
月
26
日
�
〜
８
月
９
日
�

（
土
曜
日
ス
ク
ー
リ
ン
グ
７
日
間
と

実
習
４
日
間
を
含
む
）

定
員
�
40

人

受
講
料
�
７
０
、０
０
０
円
（
助

成
制
度
あ
り
）

□�
３
月
31
日
�
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
〒

９
４
０
｜
２
１
２
７
新
産
３
の
６
の

５
中
越
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
㈱
内
Ｗ

Ａ
Ｃ
中
越
�
47
・
８
１
８
１
へ

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

キ
ャ
ン
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
集
団
活
動
を
月
に
３
、
４
回
行
い

ま
す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

の
リ
ー
ダ
ー
資
格
者
が
指
導
し
ま
す
。

対
象
�
小
学
1
年
生
以
上

□�
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
新
潟
第
15
団
（
上
田
町
）

朽
木
さ
ん
方
�
32
・
１
５
１
８
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
新
潟
第
19
団
（
福
住

町
）
�
32
・
４
９
４
７

■
話
し
方
教
室
「
話
し
の
泉
」

会
員
募
集

「
人
前
で
あ
が
ら
な
い
方
法
」「
わ

か
り
や
す
い
説
明
・
報
告
」
な
ど
職

場
で
実
践
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
４
月
２
日
〜
来
年
３
月
の
毎

月
第
１
〜
３
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時

会
場
�
中
央
公
民
館

会
費
�

年
１
２
、０
０
０
円

□�
３
月
24
日
�

ま
で
に
名
地
秀
行
さ
ん
�
66
・
６
４

３
２
へ
（
午
後
７
時
〜
10
時
）

▲昨年のリーダーシップ
アカデミーで

�����	
abcde
f���
�����

市では、来年度の「すこやか・ともしびまつり」
をより活気あるものにするため、実行委員を募集
します。
仕事の内容は、まつりの運営、実施内容の検討、
催し物の立案など。まつり参加経験の有無にかか
わらず、まつりを盛り上げたいという意欲的な人
の積極的なご応募をお待ちしています。
対象＝18歳以上で、４月から月１回開催される実
行委員会に出席可能で、まつりの運営にボランテ
ィアで参加してくれる人 募集人数＝５人程度
申し込み＝3月24日�までに住所、氏名、年齢、電
話番号、職業、応募の動機を、電話、ファクスま
たはＥメールで福祉総務課�39・2217、	39・
2275、Ｅメール�������＠����.�������.�����
��. !へ
〔すこやか・ともしびまつり２００３〕
すこやか・ともしびまつりは、今年で12回目を
迎える『福祉と健康の祭典』
です。
福祉や健康に関する団体の
作品展示・活動紹介、来場者
の参加コーナーやステージで
の芸能発表など様々な催しを
予定しています。
期日＝10月11日�、12日�
会場＝ハイブ長岡・千秋が原ふるさとの森
問い合わせ＝福祉総務課�39・2217

▲昨年のすこやか・
ともしびまつりで

"#$%&'()*+�,-./0�12345
平成13年度の長岡おみやげデザインコンペティションの一般部門で最優秀賞を
受賞し、製品化された「花火柄ネクタイ」に新デザインが追加されました。
今回の製作本数は、200本、価格は3,000円（税込み）です。
お求めは、長岡観光・コンベンション協会（市民センター５階）、サクメモスリ
ン（大手通２）、大和長岡店（大手通２）、県立歴史博物館内「ミュージアムショ
ップ縄文」（関原町１）、セゾン内「わがんせ」（城内町１）でどうぞ。
問い合わせ＝長岡観光・コンベンション協会�32・1187

プログラム名 期間（予定） 定員 参加料
（生徒のみ）

インターナショ
ナルリーダーシ
ップアカデミー

7/12
～28�
高校生
20人
引率教師
３人

10万円
（予定）

原信サマー
スカラシップ

7/12
～21�
6
7

7/28�～8/5�
は、長岡でのプ
ログラム。フォ
ートワース生徒
の受入れあり

8
9

高校生
８人
引率教師
２人

無料
6
7
受入雑費
３万円

8
9

●
長
岡
市
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

坂
井
邸
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

和
室
や
中
小
会
議
室
が
あ
り
、

会
合
や
茶
道
・
華
道
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用
で
き
ま

す
（
弁
当
・
ア
ル
コ
ー
ル
類
持

込
可
）。

所
在
地
�
旭
町
２
の
２
の
７

休
館
日
�
毎
週
月
曜
日
、
年
末

年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

利
用
時
間
�
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
※
利
用
の
可
否
、

休
館
日
の
利
用
、
利
用
時
間
の

延
長
な
ど
に
つ
い
て
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

利
用
料
�
無
料

駐
車
場
�
８
台

申
し
込
み
�

用
地
管
財
課
�
39
・
２
２
１
１

●
長
岡
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
お
山
の
家
」
４
月
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

昨
年
８
月
か
ら
改
修
工
事
を

進
め
て
き
た
「
お
山
の
家
」
が

４
月
４
日
�
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
回
の
改
修
に
よ
り
、
大
広

間
を
は
じ
め
と
す
る
各
部
屋
の

内
装
や
大
浴
場
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
と
親
睦
の
場
と
し
て
、

新
し
く
な
っ
た
「
お
山
の
家
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
�
悠
久
町
１
丁
目

休

館
日
�
毎
週
木
曜
日
、
年
末
年

始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

利
用
時
間
�
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

問
い
合
わ
せ
�
お
山
の

家
�
33
・
７
４
０
５

●
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

趣
味
、
創
作
や
機
能
訓
練
、

社
会
適
応
訓
練
な
ど
の
場
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

期
間
�
４
月
〜
来
年
３
月

時

間
�
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30

分

内
容
�
園
芸
、
書
道
、
民

謡
、
絵
画
、
囲
碁
・
将
棋
、
編

み
物
、
折
り
紙
、
コ
ー
ラ
ス
、

ク
ッ
キ
ン
グ

対
象
�
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す

る
人
（
無
料
送
迎
あ
り
）

会

場
�
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

２８

■
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
無
料
相
談
会

国
家
資
格
を
持
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
�
３
月
15
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

会
場
�
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
４
会
議
室

相
談
内
容
�
管

理
組
合
の
運
営
・
規
約
、
修
繕
計
画
、

保
険
等
に
つ
い
て

□�
３
月
11
日



ま
で
に
、
氏
名
（
区
分
所
有
者
、
管

理
組
合
役
員
、
そ
の
他
）、
マ
ン
シ
ョ

ン
名
（
所
在
地
）、
連
絡
先
（
電
話
・

携
帯
番
号
）、
相
談
内
容
を
手
紙
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９

４
０
｜
０
０
３
３
今
朝
白
１
の
８
の

26
諸
橋
長
治
さ
ん
�
35
・
１
３
６
０
、

	
35
・
１
３
６
１
、
Ｅ
メ
ー
ル:

;<;
＠
:
=>
?@A>
?ABC

へ

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

日
時
�
４
月
３
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

会
場
�
市
役
所
幸
町
分
室

１
階
第
６
会
議
室

対
象
�
不
動
産

の
賃
貸
や
価
格
決
定
で
お
困
り
の
人

□�
D
新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
�

０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

受
講
者
募
集

期
間
�
５
月
12
日
�
〜
９
月
10
日
�

の
毎
週
５
回
（
主
に
月
〜
金
曜
日
）

会
場
�
社
会
福
祉
法
人
長
岡
福
祉
協

会
（
深
沢
町
）

定
員
�
20
人

受

講
料
�
２
６
、８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
６
、８
０
０
円
含
む
）

□�
３
月
20

日
�
必
着
で
、
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
ま
で
（
申

し
込
み
用
紙
は
、
80
円
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、

E�
F
G
H
I

E�
J
K
L
M
N
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特に記載のないものは、電話、ＦＡＸ、
Ｅメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。
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�
�
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�
�
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�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �
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①
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会

「
ご
み
」
に
出
さ
れ
た
自
転

車
や
家
具
な
ど
で
、
手
直
し
し

て
使
用
で
き
る
物
を
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
（
寿
３
の
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
内
）
に
あ
る
リ
サ

イ
ク
ル
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
展

示
し
、
有
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

期
間
�
３
月
17
日
�
〜
28
日
�

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
）

〔
捨
て
る
前
に
！
〕

「
も
っ
た
い
な
い
」「
ま
だ
使

え
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
使

え
る
も
の
は
最
後
ま
で
使
い
切

っ
た
り
、
修
理
し
て
も
う
一
度

使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ま
だ
使
え
る
け
ど
自

分
に
は
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

な
ど
は
、
不
用
品
交
換
会
や
人

に
譲
る
な
ど
し
て
、
ご
み
に
出

さ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
！

②
た
い
肥
化
容
器
の

取
扱
店
募
集

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
た
い
肥
化
容
器
を
購
入
す
る

際
に
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て

ご
み
の
減
量
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
市
内
の
事
業
者
等

で
、
指
定
取
扱
店
と
な
っ
て
た

い
肥
化
容
器
を
扱
っ
て
く
れ
る

お
店
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
商
店
等
は
、
３
月

12
日
�
ま
で
に
環
境
業
務
課
�

24
・
２
８
３
７
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

③
犬
、
猫
の
飼
い
主
の

み
な
さ
ん
へ

雪
解
け
時
は
、
犬
や
猫
の
ふ

ん
が
道
路
や
公
園
、
敷
地
内
な

ど
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
困
る

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

散
歩
の
際
の
犬
の
ふ
ん
な
ど

は
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
、

猫
の
用
便
は

室
内
で
さ
せ

る
よ
う
に
し
つ
け
を
す
る
な
ど
、

飼
い
主
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

④
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

新
し
く
犬
を
飼
う
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
必
ず
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
を
怠
る

と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

環
境
業
務
課
�
24
・
２
８
３
７
か
ら
の
お
知
ら
せ
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▲落ち着いた雰囲気の和室を、
ぜひご利用ください

▲新しくなったお山の家
（悠久町１）
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日
時
	
３
月
24
日


午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
	
長
岡
市
役
所
４
階
大
会
議
室

は
が
き
は
１
枚
で
６
人
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
投

票
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
切
り
取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

投
票
所
を
お
確
か
め
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
平
成
15
年
１
月
３
日
ま
で
に
長
岡
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
昭
和
58
年
４
月
14
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

投
票
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
人

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
何
ら
か
の
用
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

③
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商
用
、
出
稼
ぎ
に
よ
り
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
市
町
村
役
場
で
投
票
が
で
き
ま
す
）

④
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
や
外
出
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
人

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
不
在
者
投
票
は
こ
ち
ら
で
ど
う
ぞ
】

・
長
岡
市
役
所
（
１
階
市
民
ホ
ー
ル
）

・
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー
ル（
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
側
の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
太
田
地
区
の
人
は
太
田
出
張
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
（
４
月
６
日
�
か
ら
４
月
12
日
�

ま
で
の
毎
日
、
平
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

市
内
の
27
の
病
院
や
施
設
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
院
（
園
）
長
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
（
不
在
者
投
票
が
で
き
る
病
院
（
施
設
）
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
害
の
程
度

が
、
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
人
は
郵
便
に
よ
る
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
市
内
で
転
居
さ
れ
た
人

平
成
15
年
３
月
25
日
以
降
に
市
内
の
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
14
年
12
月
13
日
以
降
、
長
岡
市
か
ら
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
人

新
住
所
地
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

を
持
参
し
て
長
岡
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
15
年
１
月
３
日
ま
で
に
新
住
所
地
の
市
町
村
に
転
入
届
を
し
た
人
は

新
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
他
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
後
、
さ
ら
に
転
出
し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

③
平
成
15
年
１
月
４
日
以
降
に
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
長
岡
市
に
転
入
届
を
し
た
人

長
岡
市
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」（
無
料
）
を
持
参

し
て
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。

④
投
票
日
に
も
と
の
投
票
所
ま
で
行
け
な
い
場
合
は

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
が
あ
れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

・
前
の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
。

・
郵
便
で
前
の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票
用
紙
が
送

ら
れ
て
き
た
ら
、
現
在
の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
。

���������	
ab
お問い合わせは選挙管理委員会事務局
39・2241へ

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券
は
４
月
３
日
c
ま
で
に
は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

不
在
者
投
票
は
４
月
４
日
d
〜
４
月
12
日
e
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

不
在
者
投
票
は
、
県
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設
で
も
で
き
ま
す

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵
便

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

最
近
、
住
所
を
移
動
し
た
人
の
投
票
方
法
は
…

開
票
は
、
４
月
13
日
f
午
後
９
時
15
分
か
ら
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

��
�

��

みんなの一票大切に！

●
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
・

ウ
ィ
ル
な
が
お
か

企
画
委
員
募
集

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
で
は
、
女

性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
に
む
け
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

講
座
な
ど
の
企
画
・
運
営
に

興
味
が
あ
り
、
ま
た
自
分
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
仲
間
づ
く

り
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

任
務
	
主
催
事
業
の
企
画
・
運

営

事
業
内
容
	
①
情
報
提
供

事
業
（
情
報
誌
の
発
行
ほ
か
）

②
学
習
・
研
修
事
業
（
主
催
講

座
の
開
催
）
③
活
動
・
交
流
支

援
事
業
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
）

任
期
	
１
年
間

定
員
	
20
人

（
月
２
回
程
度
の
打
ち
合
わ
せ

に
出
席
で
き
る
人
）

申
し
込

み
	
３
月
25
日
�
ま
で
に
、
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
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�
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ（
無
料
）

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
に
機
能
訓

練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
第
１
・
３
水
曜
日

は
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単

な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
	
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場

	
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

�
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
予
防
な
ど

に
つ
い
て
理
学
療
法
士
・
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
日
	
３
月
13
日
・
27
日
（
第

２
・
４
木
曜
日
）

時
間
	
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会

場
	
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う

ち

申
し
込
み
	
介
護
保
険
課
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�
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
	
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

	
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

�
市
民
街
頭
献
血（
全
血
献
血
）

会
場
・
実
施
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
の
対
象
	
４
か
月
児
…
平

成
14
年
12
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
６
月
生
ま
れ

持
ち
物
	
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

■
い
け
ば
な
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

日
時
	
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日
午
後

４
時
〜
９
時
の
随
時

会
場
	
中
央

公
民
館

会
費
	
月
１
、０
０
０
円

（
他
に
花
材
費
実
費
）

□�
３
月
25

日
�
ま
で
に
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
、
照
会
事
項
を

記
入
の
う
え
〒
９
４
０
｜
０
８
５
４

中
沢
町
２
２
５
７
事
務
局
・
川
上
直

子
さ
ん
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■
「
和
の
会
」
会
員
募
集

ご
一
緒
に
煎
茶
（
方
円
流
）
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
	
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

会
場
	
中
央
公
民
館

会

費
	
月
２
、０
０
０
円

□�
小
川
さ
ん
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ま
た
は
会
場
で

■
囲
碁
初
心
者
講
座
受
講
生
募
集

日
時
	
４
月
５
日
〜
７
月
26
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら
（
全
17
回
）

定
員
	
20
人

受
講
料
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）
	
大
人
１
０
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
、０
０
０
円

会
場
・

□�
日
本
棋
院
長
岡
支
部
道
場
（
大
手

通
２
）
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■
「
に
い
が
た
脳
卒
中
の
会
」

公
開
講
座
（
無
料
）

日
時
	
３
月
29
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
	
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

テ
ー
マ
	
「
脳
卒
中
を
知
ろ
う
」

講
師
	
長
岡
中
央
綜
合
病
院
副
院
長

（
脳
神
経
外
科
部
長
）・
竹
内
茂
和
さ

ん

□�
長
岡
中
央
綜
合
病
院
総
務
課
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長岡市役所 �940-8501 幸町2の1の1 
35･1122

特に記載のないものは、電話、ＦＡＸ、
Ｅメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。

３０

 !"#$%&'(
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利

用ください。
)休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休
日急患診療所へ。
*夜間等の当番病院
①平日

②休日
２日�・21日祝� 長岡中央綜合病院（
35・3700）
９日�・23日� 立 川 綜 合 病 院（
33・3111）
16日�・30日� 長岡赤十字病院（
28・3600）

月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院（
35・3700）
火曜日・金曜日 立 川 綜 合 病 院（
33・3111）
水曜日・土曜日 長岡赤十字病院（
28・3600）

診療科目 受 付 時 間
休 日 急 患 診 療 所

35・8255

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所

33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

+
,
-
.
/

01
2
3
3
4
5

▲あなたも、ウィルの事業に参加
してみませんか（企画委員のセミ
ナーで）

6
7
8

9

:

;<=>?@ABCDEF
GHIJKLMNJO

心に病を持つ人の家族が、とまどいや不安を語り
合うことのできるつどいです。直接会場へどうぞ。
日時＝３月７日�午前10時～正午
会場＝社会福祉センター
問い合わせ＝介護保険課内精神障害者家族会事務局


39・2245

▲足腰お達者クラブで
（２月17日）

P
Q
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期
日

心
の
健
康

相
談
内
容

保
健
師

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

担

当

４/５
�

期
日

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店

会

場
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

時

間


